


[image: ]







[image: ]








１

２

３

４

５

６









１








「飛鳥あすか井いさん、さっきの案件は再考して欲しい」

　この日、文ふみ乃のが自信満々に提出した企画書は、一時間ほどで返却された。

「社長、申しわけありません、すぐに修正いたします。具体的に、どのあたりがいけなかったのでしょうか？」

　ＩＴベンチャー企業で、ウェブデザイナーとして働きはじめてから二年半。二十五歳になる文乃にとって、上司からリテイクを出されるのは珍しいことではない。

　頑張って作ったものが認められないのは、正直とても悔しい。今回こそ一度でＯＫをもらうつもりだった。

　しかし、自分の思い通りにいかないことこそが、文乃に「働いている」という実感をもたらす。

　だからこんな時でも悔しさを隠して、明るい表情で応じられるように心がけている。

「デザインにこだわるのはいいが、見やすさを疎かにしないで欲しい。ほら、このページがわかりにくい。もっとめりはりを付けて」

　急成長中企業の経営者として、雑誌やテレビ取材まで受け、その整った容姿と若さで話題になったこともある社長──高たか塚つか恭きょう平へいが、文乃が開いたパソコンの画面を指して言った。

　同じ画面を見ていると、自然と二人の距離が近くなる。社長が腰をかがめたせいで、座ったままの文乃のすぐ近くから声が発せられた。

　彼からは、ふわりとフゼア系の爽やかな香りが漂っている。オーデコロンだろうか？　響いてくる抑揚のない声も、この香りと混ざり合うと独特な色香を纏い、文乃を落ち着かなくさせる。

　もともと社長が学生時代に開発したシステムを元に、副社長の梨なし田だと二人で立ち上げたこの会社は、どんどんと関連事業を拡大している。

　現在社員は五十名ほどの中小企業だが、今後、もっと人員は増え会社は大きくなっていくだろう。

　しかし社長と副社長はまだまだ現場主義でいたいらしく、請け負った仕事は必ずトップ二人どちらかのチェックが入る。

　文乃の仕事も、今まさにその社長のチェックに引っかかってしまったのだ。

「かしこまりました。さっそく修正してみます」

　文乃が素直にやり直しに応じると、彼は満足そうに頷いた。

「まだ納期まで時間があるから、よく考えて。……よろしく」

　クールな上司は、仕事に厳しい。しかし社員は皆、彼の優秀さに憧れを持っている。

　もちろん文乃も例外ではない。

　去っていくその背中をうっとりと見つめていると、隣の席の同僚が声をかけてきた。

「ダメ出しされてもうっとりできるのは、飛鳥井さんくらいよ。飛鳥井さんって、本当に社長のこと好きだよね」

「だって、かっこいいもの！」

　文乃は迷わずそう答えた。

「私は副社長派かな。優しいし、明るいし」

「社長は、クールなところが素敵だと思うの」

　若くして成功しているというのに、決して驕ることなくストイックに仕事をこなす社長の姿勢を尊敬している。

　三つ揃いのスーツを着崩さず纏っている姿は完璧すぎて、近寄りがたい印象もあるが、とても面倒見がいい人だということもよく知っていた。

　一方副社長は、陽気で親しみやすい人物なので、もちろん彼のことも上司として素晴らしい人物だと思っているし、人として好感を持っている。ただ、男性として……と問われると迷うことはない。

　社長と副社長は同じ大学出身で、共に二十七八歳独身。

　社内の女性達の中でも、どちらが好みかという議論は頻繁に勃発するが、断然社長派の文乃は、強く主張する。

　それはいつものことなので、同僚は「はいはい」と苦笑するだけだ。

「そういえば、飛鳥井さんって彼氏いないよね？」

「あいにく出会いがなくて……」

「どうしてなの？　飛鳥井さん、かわいいし素直だし、かなりモテそうなのに。……ここだけの話だけど」

　そう言って、同僚はこそこそと文乃に耳打ちをしてきた。

「男性陣から、飲み会に誘ってくれって頼まれることも多いのよ。でもそういう飲み会はいつも参加してくれないじゃない？」

「それは家がかなり厳しいから……見つかったら面倒で」

　新しい出会いとなるような飲み会に行きたいかどうかはともかく、家が厳しいのは切実な問題だ。思い出し、うんざりした気持ちが顔に出てしまう。

　それを見た同僚は大袈裟だと思ったのだろう、くすりと笑っていた。

「ああ、お嬢様説って本当なの？」

「なんと言うか……私、小さい頃は身体が弱かったせいで、とにかく両親が心配性で過保護なの」

　文乃は「お嬢様説」には触れずに、理由を打ち明けた。すると同僚は、ふーんと半分納得したような……していないような返事をする。

「それで、結局社長のことはどこまで本気なの？　飛鳥井さん、確か社長のご両親と知り合いなんでしょう？　家族の方向から攻略はできそうにないの？」

「うーん……親同士がもともと知り合いで、その繋がりでこの会社に入れてもらえたのだけど。でも、社長のプライベートにはまったく踏み込めないわ」

「そんなものなのね。……あっ！　見てほら、新しく入ったあの女の人！　……名前は、ええっと、倉くら持もちさんだっけ？」

「そう」

　同僚は最近中途採用で入ってきたシステムエンジニアの女性、倉持のほうを見ながら、小声で話を続ける。

「あの人、社長と大学で一緒だったんですってね。彼女ならプライベートについても詳しいのかな？」

「どうなんだろう……」

　倉持は社長に用があったのか、書類を持って近付き話しかけていた。その距離が意味なく近すぎる気がしてしまうのは、きっと文乃の気のせいではない。眺めていると、倉持は何気なく社長の腕に触れている。

「あれは女の武器を知ってる顔だわ。しかもこの前のシステムトラブルも、彼女がすぐに原因究明してくれたらしいじゃない。美人で優秀……強力なライバルよね」

　ちょうどその時、社長がこちらに視線を動かしてきたので、慌てて口を噤む。放たれたのは、凍てつくような視線だ。

　私語厳禁ではない職場だが、本人の噂話をしていたのが聞こえてしまっただろうか。二人がごまかすように仕事を再開させると、咎める言葉はかけられず、多忙な彼はそれっきりこちらを見てはこなかった。

　それからしばらくして、社長と副社長、そして精鋭のエンジニア数名は、打ち合わせのために席を立って、メインフロアから出ていった。おそらくミーティングルームに向かうのだろう。

　今、エンジニアチームは大きなプロジェクトを抱えているらしく、社長と副社長もこれに直接関わっているのだ。

（いいなぁ……）

　社長と倉持が肩を並べて歩いている姿を、文乃は羨望と嫉妬が混じり合った眼差しで追いかける。憧れの社長と同じ仕事をして、密接に関われる倉持を羨ましいと思ってしまったのだ。

　すぐにそれは愚かな感情だと気付き、彼らの姿が見えなくなったあとは、今度こそ社長から褒めてもらおうと、自分が任されている仕事に集中することにした。

　

　同僚からお嬢様説を唱えられている文乃だが、それは事実だった。

　こうやってごく普通の仕事をさせてもらえるのは、文乃自身が強く望み両親にかなり譲歩してもらった結果だが、それも会社の外を出るまでの話。

　定時で退勤した文乃は、帰り支度をしながら自分のスマホのチェックをはじめる。すると、そのタイミングで一件のメッセージが届いた。

『本日は送ります。いつもの場所で待っていてください』

　短く飾り気のない文章に、スタンプで「了解」と返事をしたあと、文乃は指定された「いつもの場所」に向かった。それは、社屋から駅までの道のりとは逆方向にあるカフェのことだ。

　そこでラテを注文し、持参の持ち運び用タンブラーに入れてもらう。

　しばらく待っていると店の前に白の高級車が横付けされた。電車通勤が許されていない文乃のための、迎えの車だった。

　飲みかけのラテを持って、店の外に出る。

　同じタイミングで運転席から降り、後部座席の扉を開けてくれた男性の姿を見て、文乃はにっこりと微笑む。

「恭平、お疲れさま」

「本日もお疲れさまです。文乃お嬢様」

　礼儀正しい態度と口調で、文乃に接するのは運転手ではなく、さっきまで同じオフィスにいた社長の高塚恭平だった。

　社内で文乃は彼を社長と呼び、敬語で話しかける。そして恭平も文乃を「飛鳥井さん」と呼び、上司として接する。

　でも、一歩外に出るとその立場は逆転する。

　恭平は文乃のことを、仕える主あるじのように扱い、こうして時間ができれば家まで送り届けてくれる。

「あなたが無理して送らなくても、家から車を呼ぶのに」

　恭平は文乃より忙しい。だから無理をして欲しくはない。

「いいえ、息抜きにもなりますから」

「……ありがとう」

　文乃の生家である飛鳥井家は、遡ると華族にあたる由緒正しき家柄で、かつては財閥のひとつとして繁栄し、現在は不動産関連の企業を傘下に持つ飛鳥井グループを経営している一族だ。

　その飛鳥井家に代々仕えているのが高塚家であり、恭平の父、高塚義よし郎ろうは家令として、飛鳥井の屋敷をとりまとめている。

　高塚の自宅は飛鳥井家の敷地の隣にあり、三つ違いの二人は幼なじみという関係だ。

　文乃の父も、恭平の父も、いずれは彼が父親のあとを継いで飛鳥井家の家令になってくれると思っていたようだが、現実にはならなかった。

　恭平は、家令などという時代遅れの職を嫌がった。

　違う仕事を選んだ今でも、こうして文乃やその家族への態度は崩さないが、それは父親の立場を気遣ってのことなのだろう。

　そして、文乃が現在外で働くことを許してもらえたのは、恭平が両親との間に入って尽力してくれたおかげだった。

　小さい頃、身体が弱かったせいもあって、文乃の両親は過剰なまでの心配性だ。両親のことは大好きだが、息苦しさも感じていた。

　今、文乃は恭平のおかげで、社内でごく普通の女性でいられる。

　恭平とは親同士が知り合いで、縁故採用であることは隠していないが、立場が逆転した主従のような関係は、職場では秘密となっている。

　恭平の接し方の切り替えは徹底していて、仕事で失敗すれば恭平もほかの先輩社員も当たり前に怒るし、代表者の彼がそうだから、ほかの誰も文乃の顔色をうかがわない。その空間が心地よかった。

　なにより、幼少期から恋心を抱いている恭平の、普段見られない姿を目にできることが嬉しかった。職場での強いリーダーシップを発揮する恭平の姿を見ると、彼が飛鳥井家の家令ではなく今の道を選んだのは当然のことだったと納得する。

　彼は、人の上に立つことが相応しい人間だった。

　しかし、会社を出れば徹底して使用人のように振るまうから、彼のプライベートに踏み込めないのは、同僚に伝えたとおり事実だった。

　家までの道のり、文乃が座るのは決まって後部座席だ。

　本当は助手席に座りたい。でも彼はいつだって文乃がドアに手をかける前に、後部座席の扉を開ける。

　ついさっきまでの経営者としての顔は消えてしまい、家令の義郎にそっくりな、一流の使用人としての身のこなしを発揮してくる。

　恭平と対等になりたい文乃は、その態度に距離を感じてしまう。

　車内では、だいたい文乃が勝手におしゃべりをして、恭平がそれに短く返事をするだけだ。だから文乃が口を開かなければ、沈黙が続く。

　今日の文乃は、聞いて欲しいと思える楽しい話題がなかったので、黙って窓の外を眺めていた。すると、車が走り出してしばらくしたところで、文乃のお腹がぐうと鳴った。空腹のせいだが、恭平が近くにいるというのに恥ずかしい。

　どうか聞き流してと願いながらうつむいていると、運転を続ける恭平が、信号待ちのタイミングで意外な提案をしてきた。

「食事でも……していきますか？」

　文乃は、驚きはっと顔を上げる。彼が食事に誘ってくれたことがはじめてだったからだ。

　文乃を空腹なままにさせておけないという考えからなのだろうが、まるでデートに誘われた気分になり、舞い上がる。

　しかし今朝、家を出る時に家族と交わした約束を思い出し、せっかくの提案を受け入れることができないと気付いてしまった。

「あっ……今日はだめなの。お父様が早く帰ってきなさいと。明日、朝から出かけたい場所があると言っていたわ」

「そうですか。明日はどちらへ？」

「さあ？　お母様も一緒だから久しぶりの家族サービスなのでしょうね。楽しいところに連れて行ってくれるといいんだけど……」

　多忙な父が、家族行事を計画してくれるのは珍しいことだ。

　二十五歳になっても週末を過ごす恋人もおらず、親と過ごす時間を楽しみにしてしまう文乃は、結局過保護な両親の影響を受けているのだと自分でもわかっている。

「それより恭平は？　あなたのほうこそ予定はないの？　誰かと食事に行くとか……」

　金曜日の夜なのに、一緒に過ごす恋人はいないのだろうか。

　ずっと疑問に思っていて怖くて聞けなかったことだが、今がチャンスだと思い、さりげなさを装って尋ねてみる。

「今夜も、明日からも、仕事以外に何の予定もありません」

「えっ……そうなの？」

「ええ、仕事関係の用事は希にありますが、それ以外はいつも家で過ごしています。もしご用があるなら、なんなりと。父に代わりお供いたしますから」

「そっか……じゃあ、本当にお願いするかも。……いいえ、絶対お願いするから」

　平常心を装ったが、文乃の心の中では用事を理由にして彼と休日に会う計画でいっぱいになっていた。

　もし休日も恭平と過ごせるのなら、今日叶わなかった食事もできるかもしれない。

　どんな理由を付ければ約束を取り付けられるだろう。もう車は、自宅近くまでやってきてしまっている。次会った時に今の提案が有効とは限らない。早々に何か出かける約束を交わせないものかと、文乃は必死に考えた。

　たとえばショッピングは、間違いなく恭平の負担ばかり強いることになる。食べたいものをリクエストするのはいいと思ったが、せっかく出かけられるのなら、食事だけで終わらせたくない。

　焦ると考えがまとまらず、そうしている間に、車は飛鳥井家のエントランスに到着してしまった。タイムリミットだ。

　恭平は車を停めるとすぐに降り、乗車の時と同様、文乃のためにドアを開けてくれた。

「週末、楽しんできてください」

「うん、また月曜日にね」

　どうか、週が明けても今日の話を覚えていてくれますようにと祈りながら、文乃は車を降りる。

　この時は、事件が起こることなど思いもせず、恭平とは週明けに会社で会うものだと思い込んでいた。

　

　しかし、それから数時間後。

　楽しい週末を過ごすつもりだった文乃は、予想外の歓迎できない事態に直面していた。

　焦り、追い詰められた時、助けを求められる人物は一人しか思い浮かばず、気付いたら生まれてはじめて一人でタクシーに乗り、会社の近くにある恭平のマンションまでやってきていた。

　彼の住まいを訪ねるのは、これがはじめてだ。番地まで把握していなかったが、職場から見える建物だったことが幸いした。

　部屋番号も、最上階のペントハウスという情報からひとつに絞られたが、もしまったく違う人の声が聞こえてきたらどうしようと、数字を押す指が震えてしまう。

　呼び出しのベルを鳴らしてから十数秒。祈る気持ちで待っていると、スピーカー越しに「はい」と聞き慣れた声で応答があった。

　安心したが、この突然の訪問について彼になんて説明すればいいのかわからなくなり、文乃は「あの、その」を繰り返す。

　インターフォンにカメラが付いていたからだろうか、「お嬢様」と恭平が呟いたあと「そちらに行きます」という言葉を残して音声が切れる。

　それからすぐに、恭平はエントランスに姿を見せた。冷静な彼にしては珍しく、驚いている様子だ。

「いったいどうなさったのですか？　こんな時間に、しかもお一人で……どうやってここまで？」

「タクシーで来たの。お願い私を匿って！」

「匿う？」

「とにかく、中に入れて」

　瞳を潤ませて文乃が懇願すると、恭平はためらいながらも招き入れてくれた。

　エレベーターに乗って、最上階に案内される。

　玄関で履いていたものを脱ごうとした時、彼の視線は、文乃の身体のつま先からてっぺんまで何度も往復をはじめた。

　文乃のありえない姿から、ただならぬ事態だと伝わったのだろう。

「どうしてそんな姿なんですか？　急用なら呼び出してくださればよかったものを。スマホは？」

「……置いてきたの。連絡をとるために電源を入れたら、位置情報を検索されるのでしょう？　私、ちゃんと知ってるんだから」

　文乃は今、トレーニング用のスポーツウェアにコート、それに足元は柔らかな室内履きという服装だった。屋敷から脱走してきたので、一番動きやすい服を選んだのだが、普段ならこの姿で外に出るなんてありえない。特に室内履きはあきらかにおかしかったが、玄関先にあるシューズクロークで靴を履き替えることができなかったのだ。

　こっそり窓から脱走してきたものだから、髪や服には落ち葉や土汚れが付着していた。

　持ってきたのはポケットに忍ばせた何枚かの紙幣と、さっきタクシーのおつりでもらった小銭、そして途中で寄り道をして手に入れてきた、重要なものがひとつ。

　窓から抜け出し庭を這い、警備の目をかいくぐって決死の覚悟でやってきたのだが、それには深い事情がある。

　焦っていた文乃はそのあたりの説明をひとまず省略して、一番重要なことから伝えた。

「恭平にしか頼めないお願いがあるの」

　言い出した途端に、彼の秀麗な顔がわずかに歪む。

「あなたの必死のお願いは……確かこれで三度目ですが、いつだって難題だから困るんです」

「でも、いつだって叶えてくれたじゃない」

　恭平の言う必死のお願いの一度目は、女子大学の付属高校に通っていた文乃が、別の大学を受験したいと言った高校三年生の時だ。

　両親は大反対だったし、レベルを落とさず、別の大学に行くのは難しい状態だった。

　恭平が両親の説得を手伝ってくれ、勉強も熱心に教えてくれ無事受験、そして合格まで辿り着いたのだ。

　二度目は就職活動の時だ。

　家事手伝い、もしくは父の経営する会社に就職という既定路線を避けたくて、再び恭平を頼った。

　そこで彼は、すでに立ち上げて軌道に乗っていた自分の会社で文乃が働けるようにと、両親を説得してくれたのだ。

　彼は文乃の理解者で、味方だった。

　それに、今日の帰り道での二人の会話が忘れられなかった。

　もしあの時、文乃のお腹が音を立てずまったく違う話をしていたら、きっと一縷の望みなど持たず、こんな大胆なことはできなかっただろう。

　彼には、週末を一緒に過ごすような恋人がいない。その可能性に気付いてしまったから、玉砕覚悟でやってきたのだ。

　

　恭平は文乃が事情の説明をはじめる前に、部屋の中に上がらせてくれた。

　彼の住んでいる部屋は、一人暮らしにしては随分広かった。

　案内されたリビングには大きなソファーがあって、そこに座るように促される。

　文乃は汚れた上着を脱いで浅く腰を掛けた。

　恭平が上着を預かろうとしていたが、ポケットに大事なものが入っていたので、「いいの」とやんわり断って自分の膝の上に置く。

「それで……今回はなんでしょうか？」

　問われ、目の前に立つ恭平をじっと見つめる。

　この「お願い」をしたら迷惑がられるのはわかっている。でも引き下がれなかった。

　生半可な覚悟でここに来たわけではないのだ。

「これに……サインをしてください」

「……サイン？　なんですか？」

　文乃が上着のポケットから取り出したのは、途中で入手して、大事にここまで持ってきた一枚の紙だ。

　ここに来る途中に区役所の時間外窓口でもらってきたそれは、まだ何も記入されていない婚姻届だった。これが、追い詰められた文乃が思いついた、唯一の手立てだ。

　文乃は今夜、恭平に結婚のお願いにきたのだ。

　手を繋いだことすらない、そもそも女として、恋愛や結婚の対象として見ていないだろう相手に突然こんなものを差し出されて、恭平は困惑しているのだろう。

　実際彼は、この突拍子もない申し出に驚きの表情を浮かべて、しばらく言葉を失っていた。

　文乃は祈るような気持ちで、その婚姻届をさらに彼のほうへ押し出していく。どうか受け取って欲しいと願いながら。

「……また唐突ですね。これにサインしてしまったら、飛鳥井家のありとあらゆる権力が使われ、私自身が抹殺されそうな気がします」

　受け入れてもらえそうにない返事が聞こえ、文乃は喉の奥に苦いものを感じた。

「そうよね……だめよね……ごめんなさい……帰ります……」

　だんだんと、声がしぼみ視線も低くなる。当たり前の返答をされただけなのに、涙が溢れそうになった。

　思わず持っていた婚姻届を強く握りしめると、くしゃりと音を立てながら、紙に皺ができていく。でももう不要なものだから、どうでもいい。

　泣き出す前に部屋を出よう。

　そう決意して立ち上がろうとする寸前に、握りしめた文乃の手に、恭平の手が重なった。

　彼は丁寧に文乃の手を開いて、婚姻届を奪っていく。皺になった用紙はきちんと伸ばして、近くのローテーブルに置いていた。

　そうして恭平は、深いため息を吐く。

　呆れられているのだとわかり、文乃はますます落ち込んだ。しかし、次に聞こえてきた声は予想に反して優しいものだった。

「何があったか、きちんと話してください」

「話、聞いてくれるの？」

「当たり前です。お嬢様が追い詰められている状況であることは、さすがにわかりますから。話も聞かずに追い返したりできません」

「実は……明日、お見合いが計画されていたの」

「見合い？　あなたと、あなたの夫候補ということですね？　もしかして、それが帰りの車で言っていた、明日の予定だったのですか？」

　文乃は大きく頷いた。そうしてここ数時間の出来事を、恭平に説明する。

　

　数時間前。恭平に送ってもらい家に戻った文乃は、その後両親と夕食を共にした。

　いつもと違うと感じたのは、父がやたら上機嫌なことだったが、その時点ではそこまでおかしいとは思っていなかった。

　しかし、食事を終えて「明日はどこへ行くの？」と問いかけた時から、父の怪しさがどんどんと増していく。

　家族ならわかる。──後ろめたい。そう顔に書いてあったのだ。

　何かあると察した文乃だが、それでも情報収集のために気付かないふりをして、無邪気を装っていた。

　すると父は、明日の昼にホテルでランチをするのだと言いはじめた。

　さらに示し合わせたように、母はせっかくだから美容室でヘアセットをしてもらおうと、朝から予約を入れたことを告げてきたのだ。

　ホテルでのランチ自体は飛鳥井家にとって珍しいことではないが、明日は誰の誕生日でもないし、記念日でもない。

　はりきってヘアセットまでしてと言うのなら、家族だけの食事ではなく、誰か家族以外の人と会う予定なのではないかと文乃は判断した。

　しかし、それにも気付かないふりをして「わかったわ」と素直に受け入れる演技をしてみせた。

　その時点で明日何が起こるのかなんとなく想像がついていたが、住み込みの家政婦が嬉々として振り袖を準備していたところを目撃し、抱いていた疑念は確信に変わっていく。

　計画されているのは、文乃のお見合いだった。

　実はこれまでに父は何度も文乃にお見合いをさせようとしていた。

　毎回「会うだけでいい」と言っていたが、この場合、文乃の味方は一人もいない。会ったら最後、外堀を埋められて結婚まで一直線になると予想がついていた。

　断固拒否の文乃に痺れを切らした父が、だまし討ちを計画していたのだ。

　父は外で働く文乃のことを心配している。一人娘が将来苦労しないようにと、自由恋愛ではなく、父の基準に合った相手との結婚を望んでいる。

　しかし、文乃が想う人はたった一人だ。

　一方通行だし迷惑にしかならないことがわかっていたから、今までどうすることもできなかったが、追い詰められた状況で最後に一度だけ、可能性に賭けてみたくなった。

　そこで、ポケットに入るだけの必要なものを持って、恭平の元にやってきたのだ。

　お見合いの計画に気付いた経緯を話し終えた文乃は、自分の正直な気持ちを切実に訴える。

「私、お見合いはしたくない。絶対にいやなの。だって、結婚は自分の意志でするものでしょう？　相手がいて私の意志さえあれば、お父様にも止められない」

　婚姻届には証人の名前を書く欄があるが、親である必要はない。友人に依頼すればいい。

　恭平はさっき、サインをしたら飛鳥井の権力で抹殺されると言っていた。それはきっと大袈裟な話ではなく、中途半端なことをしたら確かに引き離される可能性がある。

　しかし「結婚した」という事実を作ってしまえば、そうはならないと踏んでいた。

「どうしてお見合いがいやなんですか？　旦那様が気に入った相手ならきっと、家柄も容姿も性格もすべてが一流の男性でしょう。お相手のことは何か知っているのでしょうか？」

「前から父がすすめてくる人なら、お医者さまだわ。私が小さい時に入院した総合病院の経営者のご子息。確かに、前に見せられた写真はハンサムではあったけど、会うのを拒否しているから性格までは知らない」

「ああ、医師ですか。なるほど」

「お医者さまの妻が、病気にならないわけでもないのにね」

　父の考えは、文乃にもわかっていた。

　夫が医師なら、健康面で安心できるのだろう。何かあった時は、最高の環境で治療を受けられると思っている。

　父の中で文乃はいつまでも病弱なままらしい。

　しかし今は丈夫になったし、医師が近くにいるからと言っても、未来永劫の健康が保証されるわけではない。

「恭平も、お父様と同じ考え？」

　黙って父の言うことを聞いていれば、幸せになれる。恭平はそう思っているのだろうか？

　彼はもう味方にはなってくれないのかと思うと、胸がじくじくと痛む。

「あなたを否定しているのではありません。その良縁を頑なに拒む理由を知りたいだけです」

　立っていた恭平は膝をついて、ソファーに座る文乃と視線を合わせてきた。その鋭い瞳は、文乃の心をすべて見透かしているようだ。

　理由なんてひとつしかない。でもそれを言ったらきっとこの関係は完全に崩れてしまう。

　だから「お見合いから逃れる方法」として、彼に結婚して欲しいと頼んだのだ。

　感情は二の次で、これがただの手段であるかのように装った。それは、彼とのすべてを失わないための保険だった。

　でも恭平はごまかすことを許してくれない。もし今、恋心を打ち明けて、それを受け入れてもらえなかったらどうすればいいのだろう。

　不安そうに見つめると、恭平は「なんでも受け止める」とでも言っているような、穏やかな眼差しを向けてくれる。

　だから文乃は、この夜の何度目かの勇気を振り絞った。

「…………好きだから。恭平が好きだから。子どもの頃からずっと好き。だから、ほかの人とは結婚したくない」

「わかりました。では、結婚しましょう」

「え？」

　さっきは返事をくれなかったのに、今度は即答だった。

「どうして驚くのですか？　お嬢様が提案してきたことですよ」

「そうだけど……ため息を吐いていたから、いやなのかなと……」　

「予定が狂ったら、ため息のひとつも吐きたくなります。すぐに了承しなかったのは、お嬢様の本心が聞きたかったからです」

「本当に？　……いいの？　嘘じゃない？」

「はい。俺も覚悟を決めます」

　そう言って恭平は本当に婚姻届の記入をはじめる。自分のぶんを書き終えると、文乃にもペンを渡して促してきた。

　文乃は、恭平が自分のことを「俺」と言ったことにくすぐったさを感じてしまう。

　彼が「俺」と「私」を使い分けているのは知っていたが、文乃の前ではいつも「私」だったから。

　たった今、彼の内側に入れてもらえたような、そんな気分になった。

「しかしこれは最終手段です。さすがに、ご両親の承諾なしに提出はしないつもりです」

「うん。なんかごめん……でもありがとう」

　文乃は驚きと戸惑いと、そして大きな喜びのせいか、なかなかうまく文字が綴れない。それでもなるべく丁寧に一文字ずつ書いていると、恭平のスマホが着信音を奏ではじめた。

「恭平……電話だよ？」

「ああ、父ですね。用もないのにかけてくる人ではないので、あなたと一緒にいるかどうかの確認だと思います」

　恭平は自分のスマホを手に取ると、通話には応じず、マナーモードにしてうるさくないようにソファーのクッションの上に置いた。

　着信を、無視するつもりらしい。

「どうしよう！」

　文乃は、自他共に認める箱入りだ。

　家を抜け出した時は「もう寝る」とアピールして寝室にいることを装って消えた。

　うまくいけば、朝まで発覚しないはずだった。しかし、バレてしまったら文乃が頼る相手が少ないことは誰にでもわかる。

　もう文乃が部屋にいないことを把握され、捜索されているのだ。

　ちょうど婚姻届の記入が終わったので、文乃はそれを恭平に押し付ける。

「私、家に帰るから……これお願いしてもいい？」

　今から文乃はタクシーで家に帰る。恭平のところに行ったことは秘密にして、まずは「好きな人がいる」ことを正直に話してみようと思えた。できることなら両親には自分の気持ちを理解して欲しい。もし必要なら、両親にもお見合い相手にもいくらでも頭を下げる覚悟ができた。

　この婚姻届を、いざとなったら提出することも視野に入れて、恭平が所持しておいてくれるなら、それは文乃の心の支えになる。

　逃げ場所が与えられたことで、両親と正面から戦う気持ちが芽生えてきたのだ。

　意気込んで立ち上がり、今すぐにでも帰ろうとした文乃に対して、恭平は冷静な態度を崩さなかった。

「落ち着いて。まだすぐにはやってこないでしょう。大丈夫ですからここにいてください。まずシャワーを浴びて、汚れてしまった身体を綺麗にしましょう。お嬢様が泥だらけでは、俺が怒られますから」

「そ、そう？　そうね」

「それから……俺にも男のプライドがあるので、勝手に暴走しないでください」

「う、うん、わかったわ」

　素直に頷くと、恭平はバスルームまで案内してくれた。

「汚れた服はそのカゴに、タオルはここです。服はとりあえず、これを着てください。サイズは合いませんが、清潔ですから」

　手渡してきたのは、彼のものらしいグレーのスエットだ。文乃がそれを受け取ると、恭平は無表情で脱衣所から出ていき、扉は閉められた。

　

　好きな人の家でシャワーを浴びる。しかもたった今結婚の約束をした二人だ。普通なら特別なことを期待してしまいそうだが、状況がそれを許さない。

　両親や恭平の父が、すぐにでも乗り込んでくるかもしれないのだから。

　明日への不安、そしてそれ以上の期待が混じり合ってなかなか冷静になれない文乃は、シャワーの温度をあえて低めにして、頭を冷やそうとした。

（恭平は……本当にこれでいいのかな？）

　勢いで、結婚の約束などしてしまって後悔はないのだろうか。自分から申し出たこととはいえ、時間がたつにつれ不安が多くなってくる。

　彼は文乃のことをどう思っているのだろうか。結局何もわからないままだ。

　文乃はシャワーを浴び、身体の汚れを落としたあと、言われたとおり借りものの着替えに袖を通していった。

　恭平は痩せ型だが背は高く、小柄な文乃とは身長差が二十センチ以上あるので、袖も肩もかなり余ってしまう。

　トップスはまだいい。ボトムスはウエストが緩いせいで丈が長く、ずり落ちてしまいそうだった。

　それでも裸でいるわけにはいかない。文乃はウエストの紐を思い切り締めて、裾はくるくるとロールアップさせて、どうにか身動きできるようにした。

　動くたびに、かすかにフゼアの香りが漂ってくる。

「恭平の匂い……」

　この香り、なんなのだろう。洗い立ての衣服からも同じような香りがしてきたということは、オーデコロンではなかったのだろうか。

　こうしていると、まるで恭平の腕に包まれているような気持ちになる。スエットの袖を鼻に当てながら、文乃がくんくんと恭平の香りを楽しんでいると、突然扉が開いた。

「……なにをなさっているのですか？」

　呆れたような顔の恭平が、そこにいた。

「私、変態じゃないの！」

　衣類の匂いで好きな人を想像していた文乃だが、本人に見られてしまうのは、恥ずかしい。

「変態だなんて、俺は言ってませんが」

「そ、そうね」

　それにしても、恭平はまじまじと文乃を見てくる。その視線に耐えきれず、恭平の横を通り抜けて、脱衣所から逃げるように出ていった。

　リビングに戻ってきたところで、インターフォンが来客を告げる。

　文乃は壁にあるインターフォンの応答機器に近付き、そのディスプレイを確認した。

「来た！　義郎だわ」

「お嬢様、もう後戻りはできませんよ？」

　恭平は文乃の後ろに立ち、インターフォンの呼び出しには応じないまま、共有出入り口の施錠だけ解除していた。

　もうすぐここに義郎がやってくる。これからは戦いの時間だ。

　義郎は、文乃の父よりも切れ者で手強い。しかもかなりの堅物だ。

　警戒しなければならないのは、こういう状況になると彼の厳しさは文乃ではなく恭平に向けられてしまうことだ。

　親子の関係に亀裂がはしらないよう、文乃がしっかり話をしなければならない。意気込んで、恭平より先に玄関に向かおうとした。

　一歩踏み出そうと身体の向きを変えた時、向かい合う形になった恭平が、肩に掛かっていたタオルを掴んでくる。

　次の瞬間、ぐっと二人の顔の距離が縮まった。

　腰をかがめた恭平が、文乃にどんどんと近付いてきて……そして囁いた。

「すべて私にお任せください。いいですね？」

　その近すぎる距離に戸惑いながら、有無を言わせない態度に、思わずこくこくと頷いてしまう。

　すると、恭平は唇を寄せて、文乃の口の端にキスをしてきた。

　それは一瞬の出来事だ。しかし、目を見張っていると再び彼の顔が近付いてきて──。

「きょ……恭平……ど、どうし──」

　今度は端ではなく、しっかりと唇の真ん中にキスをしてくる。

「文乃」

　いつもと違う彼の態度に、平常心ではいられない。

　どうして彼は今「文乃」と名前で呼んだのか。そして、なぜその声はこんなにも甘く聞こえてしまうのか。

　彼の心を探りたくてじっと見つめると、また顔が近付いてきて、文乃は思わずぎゅっと目を瞑る。

「んっ……あっ」

　身構えて固く閉じた唇をこじ開けてきたのは、恭平の舌だろうか。滑り込んできた艶めかしい感触に、文乃はただただ戸惑った。自分の心臓の音がうるさい。

　くちゅくちゅと、恭平の舌が文乃の口の中で自由に動き回っている。混ざり合う唾液が甘いお酒のように、文乃の思考を鈍らせ、酔わせていく。

　文乃はもっと欲しいとねだるように、恭平のシャツを掴みながら踵を浮かす。

　すると、恭平もそれに応え、口付けはより激しいものになっていった。──その直後、呼び鈴の連打がはじまった。

　義郎がここまで辿り着いてしまったのだ。

「約束です。俺に任せてください」

　そう言って、恭平は今度は文乃の首筋に口付けを落とした。

「んっ……恭平、何をしてるの？」

　きゅっと強く吸われると、強い刺激が発生し、そこから波紋のように全身に広がっていく。

　こんな感覚、知らない。

「約束は？」

「わ、わかったわ……約束する」

　文乃がそう返事をすると、たった今までの触れ合いなどなかったかのように、恭平はいつもの涼しい顔に戻って玄関に向かってしまう。

　吸われた首筋が、熱い。

　文乃は首を無意識に押さえながら、慌てて恭平のあとに続いた。

　玄関扉の向こう側では、いつまでも応答しないことに痺れを切らした義郎が、ついにドアを叩きはじめる。

「恭平！　今すぐここを開けなさい！」

　義郎には、文乃がここにいる確信でもあるのか、扉越しでも怒っていることが伝わる。

　文乃は首を押さえていた手を伸ばして、鍵を開けようとした恭平の服の背中を掴んだ。恭平は一瞬だけ振り返り、大丈夫だとでも言いたげに優しい目を文乃に向けたあと、施錠を外した。

「何でしょう？　父さん……騒がしいですね。ご近所迷惑なんですが」

「恭平、お前……お嬢様を拉致などしていないだろうな…………！」

　扉が開いた瞬間に玄関に突入してきた義郎は、なぜか息を切らしていた。ここまでエレベーターではなく、階段で上がってきたのだろうか。

「義郎ったらどうしたの？　私、拉致なんてされてないわ」

　恭平を間に挟んだ形で、文乃は声を上げた。心配をかけたことは否定できないが、なぜ義郎は物騒な方向に考えてしまうのだろう。

「お嬢様……！　ご無事で」

「ちょっと恭平に、相談ごとをしていただけなの」

　なんでもないふうを装ってみるが、文乃の存在を認識した瞬間から、義郎の顔は青くなってしまった。

　ここに来た時の恭平と同じように、視線を上下に動かして文乃の頭からつま先まで確認している。

　来た時と違うのは、服装だ。今の文乃は泥だらけではなく、風呂上がりですっかり綺麗になっていた。

　しかし男性の部屋で、濡れたままの髪、服は借りもの。それが怪しい雰囲気になってしまっていることを自覚した文乃は、思わず顔を赤らめた。

「恭平！　まさか、不埒なまねをしたわけではあるまい」

　義郎の視線は今、文乃の首のあたりにある。怖いくらいに目を見開いて、瞬きひとつしない。彼はいったい何を見ているのか。文乃はさっきの口付けの痕跡があるのだと気付き、慌てて首を押さえる。

　両親と同じくらい生まれた時から一緒にいて、面倒を見てくれたこの家令に、こういう部分を見せつけてしまうのは、恥ずかしすぎるし、悪いことをした気分だ。

　なぜこのタイミングで、恭平は不埒な行為をしたのか。彼が否定してくれたら、文乃は虫刺されと言い訳ができる。恭平がうまい理由を考えてくれることを期待して、文乃は黙って待った。

「できるわけないでしょう」

　義郎の問いに、恭平はそう返事をする。

「そうだよな？　何かの間違いだな？」

「この状況で、自制なんてできるわけないでしょう」

「……」

　安堵しかけた文乃と、そしておそらく義郎の思考も一時停止した。

　恭平は今、なんと言った？

　義郎の青かった顔が、みるみる赤くなっていく。それはまさしく怒りからくるものだ。どうしてわざと煽るようなことを言ったのか。

　親子二人の間の危険な空気を察した文乃は、間に割って入ろうと一歩前へ踏み出そうとした。

　しかし、それは恭平に阻まれてしまう。そして次の瞬間、ボコッといういやな音がした。──義郎が恭平を殴ったのだ。

　恭平の身体は傾いだが、文乃を巻き込まないようにするためか、倒れることなくすぐに体勢を立て直す。

「恭平！　大丈夫？」

　ケガがないか確認すると、恭平の唇の端が切れてしまっていた。

「ああ、なんということだ！　恐れていた事態が起きてしまった」

　義郎の嘆きが聞こえてくるが、文乃も泣きわめきたい気分だった。自分のせいで、親子の仲に亀裂が生まれたのは間違いない。

　一方で、どうして恭平が痕まで付くようなキスをしたのか、そして必要以上に思わせぶりな発言で、義郎を怒らせたのかもわかってきた。

　恭平は捨て身で、既成事実を突き付けたのだ。殴られることも予想済みだったのか、本人はまったく動じていない。

　文乃は、殴った義郎に抗議したい気持ちを、ぐっと抑える。

　これは恭平が考えてくれた作戦だ。あたかも事後を装って、後戻りできない関係になったと偽装しているのだ。

　だいぶ恥ずかしいので、文乃は義郎とは違う意味で顔が赤くなり動揺していた。それでも必死に考える。この状況で、自分にできることはなんだろう？

　目の前で殴られた恭平を見るとやっぱり黙っていられなくて、文乃は義郎に向き合った。

「……義郎お義父さん」

　呼んだことのない新しい呼称で、呼びかける。当然のことだが、義郎は面食らっていた。

「お嬢様……今なんと？」

「義郎お義父さん。……私、恭平のことが好きなんです。彼と、結婚したいので認めてください。お願いします！」

　迷いなどないと伝わるよう、自分の意志を示せるように、必死に頭を下げる。すると、義郎の唸り声が聞こえてきた。

「いやいや、とにかく頭を上げてください」

　文乃はこれに従わず、ひたすら頭を下げ続ける。

「恭平じゃないとだめなんです。どうしても恭平と一緒にいたい。ほかの人はいやなの」

「お嬢様……お願いですから、頭を上げてください。このままでは、私の精神が持ちません」

　再度懇願され、文乃はしかたなく顔を上げる。しかし決意は変わらないので、義郎をまっすぐに見つめて言う。

「認めてくれないのなら、その理由を教えてください。私が恭平に相応しくないから？」

「それは断じて違います！　逆です。釣り合いが……あまりにも」

　そこで文乃は、つい険しい顔になってしまう。恭平は完璧な男性だ。経営者としてすでに成功を収めているし、私生活もきっとしっかりしている。乱暴なところなどなく、文乃のことを理解してくれている相手だ。彼ほど結婚相手として文乃に安心をもたらしてくれる人はいない。

　義郎が言う釣り合いとは、ただ一点。高塚家が飛鳥井の使用人を務めてきたことだとわかっている。しかし、華族制度が廃止されたのは、一世紀近く前の話だ。家柄なんて理由は、決して口にして欲しくない。そんな気持ちで見つめ続けると、ついに義郎が強ばっていた緊張を解いてきた。

「お嬢様にそう言われてしまっては……協力しないわけにはまいりません」

　義郎は恭平に厳しいが、文乃には甘かった。しぶしぶといった様子ではあったが、恭平に対しての怒りを鎮め、協力を約束してくれたのだった。

　

　そこからとんとん拍子で結婚の話はすすんだ。

　全員で飛鳥井家に帰り、文乃の両親とも向き合った。その時、義郎は恭平にもう一度鉄拳を炸裂させていた。

　あとになって恭平から聞いたところによると、一発目は本気のこぶしだったが、二発目は随分手加減されたものだったらしい。

　これにより、文乃の両親が「まあまあ、落ち着いて」と態度を軟化させたことは確かだ。

　心配していた家柄などという古いことは、文乃の父も言い出さず、「恭平くんなら……」と納得してくれたのだ。

　この時、文乃との間に起きた「不埒なまね」の釈明をしなかったせいで、両親と義郎はどうも二人がすでに深い仲になってしまったと勘違いし続けていた。きっと密かに妊娠の可能性を考えていたのだろう。

　結果、挙行すれば大規模になってしまう披露宴は後回しにして、身内だけで結婚式をし入籍をすることが決まった。新居は恭平のマンションで、恭平が両親を強く説得してくれたので、当面は仕事を続ける許可ももらえた。

　驚くほどすべてのことが文乃の希望通りになり、幸せすぎて怖いくらいだ。






２








　挙式当日までは実家で過ごした文乃は、その日、両親と別れの挨拶をして家を出た。

　チャペルで結婚を誓い、両家で食事会をして、文乃は恭平と新居となる彼のマンションへ向かう。

「おじゃまします……」

　家に上がる時、まだ実感がわかなくて文乃がそう言うと、恭平がすかさず注意をしてきた。

「文乃、今日からここがあなたの家ですよ」

「うん、……ただいま」

　あれから、恭平は完全に文乃の呼び方を改めているが、変わったことと言えばそれくらいだ。

　以前と変わらず口調は敬語だし、保護者のような態度をとってくる。それに、キスもあの日以来していない。

　期待した挙式でのキスは、額にされてしまった。

　結局あの時の濃厚なキスは、文乃の願いを聞き届けるための作戦にすぎなかったのだ。

　もしかしたら、恭平は同じベッドで初夜を過ごすつもりはないかもしれない。文乃の服の下には触れてはこないかもしれない。

　ここに来るまでの彼の淡泊な態度から、そう思いかけていた。

　しかし今「あなたの家ですよ」と言われたことで、期待してしまう。恭平自身が、ここを文乃の家にしたいと望んでくれているのだと感じられたからだ。

　到着したのはもう夜の時間帯だったので、あとは風呂に入って眠るだけだった。

　シャワーを浴びて、丹念に身体を洗う。それを終えたあと、文乃は勇気を出して、この日のために用意したランジェリーを身につけた。

　大人っぽく見えるように選んだ、黒のベビードールだ。でもいきなりその姿を晒すのは恥ずかしいので、ガウンを羽織って下着を隠す。

「お風呂、あいたよ」

「寝室で待っていてください」

「う、うん」

　入れ替わりで、恭平のシャワーを待つことになった文乃は、そっと寝室の扉を開けた。

「あれ？」

　数日前の引っ越し準備で、この先のクローゼットに衣類を持ち込んだ時にもここに入ったが、その時とは何かが違って見えた。

　ベッドが変わっているのだ。以前はセミダブルのベッドがそこにあったが、今は存在感のあるキングサイズに替わっている。

　文乃と一緒に寝るために、買い替えてくれたのだと解釈し、一気に鼓動が高まっていく。

　文乃はベッドに上がり、その中央にぽつんと正座して待機した。

　防音性の高いマンションの一室は静寂に包まれていて、シャワーの音もほとんど聞こえてこない。

　恭平の私生活など知らないから、彼が入浴にどれくらいの時間をかけるのか予想がつかない。文乃にとって待っている時間は、少し長く感じられた。テレビも付けず、スマホも手にせず、ただ黙ってそこにいたからだ。

　ルームウェア姿になった恭平が現れたのは、それから二十分後くらいだっただろうか。

　洗い立ての髪は、まだ少し湿っていて、それがなんとも色っぽい。本人はさっぱりとした顔をしているのに、文乃は目があっただけで落ち着かなくなる。

「お待たせしました」

「あの……恭平、これからよろしくお願いします。……それと、ごめんね」

　文乃は緊張を隠して、ベッドに近付いてきた恭平に向かって、正座をしたままお辞儀をした。

「なぜ文乃が謝る必要があるのか、理解しかねます」

　ベッドに上がってきた恭平に、無理矢理上を向かされる。彼の顔はわずかに不機嫌だった。文乃が謝ったことが気に入らなかったらしい。

「だって……私の都合に巻き込んでしまったから」

「俺も望んでしたことです。……それより、足、痺れませんか？」

「う、うん、そういえば」

　文乃が足を崩すと、確かに痺れていた。

　恭平がその足首を掴んで、痺れがやわらぐように伸ばしてくれる。そして、文乃の足の甲に口付けをしてきた。

「恭平……」

　触れられた場所が、熱くなる。愛おしそうに文乃の足を撫でながら、恭平は熱を帯びた瞳を向けてくる。

「夫婦らしいことを、しましょうか？」

　不敵に笑った恭平を前に、文乃はただこくこくと頷いた。二人は間違いなく今夜男女の関係になる。そう確信し、嬉しさのあまり泣いてしまいそうになった。

　頬と耳が、熱を持っている。きっと今文乃は真っ赤な顔をしているのだろう。思わずそれを隠すように覆うと、クスッと小さな笑い声が聞こえてきた。今の気持ちを、彼にはすべて見透かされている気分だ。

　恭平はもう一度文乃の足の甲に口付けをしたあと、着ていたガウンの紐に手を伸ばしてきた。

「あの……私はじめてで」

「わかってます」

「え？　どうしてわかるの？」

　二人の関係は今まで色恋とは無縁で、経験の有無など話題にするわけもない。

　彼には処女を嗅ぎ分ける能力があるのか。それとも、はじまる前から何かおかしなことをしているのか。

　はじめてだと判定されたその理由が知りたくて問うと、彼は呆れ混じりに言う。

「学生時代、門限を破ったことなど一度もないですよね。働きはじめてからも、送迎を拒否して、周囲の者が把握できない場所に立ち寄ったことなどないでしょう」

「……そうでした」

　高校までは女子校で異性とは無縁。大学では純粋な学生仲間として多少の交流があったが、確かに両親に嘘を吐いてデートに行ったことはない。処女を喪失するタイミングがなかったことくらい、近くにいた者ならわかってしまうのだろう。

「それに、文乃は俺のことが好きなんですよね？」

「そうよ……ずっと前から恭平が好き。だからほかの誰かなんて考えられなかった」

　ただの興味本位の、心が伴っていない行為など必要としていない。

　信用してもらえて嬉しいが、同時に好いたほうと、好かれているほうの関係性を浮き彫りにされた気がしてしまう。

　少し拗ねて口を尖らせた文乃をあやすように、恭平は頬や額に口付けを落としはじめる。そして羽織っていたガウンは取り払われ、下着姿でそっとベッドに横たえられた。

　露わになったベビードールは透けている素材なので、胸の形が見えてしまっている。裸よりいやらしい気がして、つい手で隠してしまった。

「文乃……すごく綺麗だ」

　彼のそんな賞賛の言葉は、文乃の羞恥心を余計に煽る。だって、慣れていないのだ。

「恥ずかしい……」

「俺のために着てくれたんですよね。……お願いだから隠さないでください」

　そう言って、恭平は期待を込めた眼差しで見つめてくる。隠すために使っているその手を、勝手にどかしてくれたらいいのに、彼は自発的な行動を促している。彼からのお願いを拒否できるわけもなく、文乃はゆっくりと胸を覆っていた手を、シーツの上まで移動させていった。

　じっと恭平に見られている。しかも本当に嬉しそうな顔で。

「もし……変なところがあったら言って」

「あなたに変なところなどあるわけないでしょう。そんなに緊張しないでください。力を抜いて」

　恭平は、文乃の手を一度握りしめたあと、ベッドに縫いとめるように頭の位置にずらし、そのまま自分の身体を覆い被せてきた。

　心地よい恭平の重みを感じながら、唇を重ね合わせる。

　恭平の唇は、少しかさついていて柔らかい。キスをはじめると唾液で唇がしっとりと潤っていく。

「キスは気持ちいいですか」

「うん。気持ちいい……もっとしたい。……して」

「仰せのままに」

　直後彼の舌が滑り込んできて、二人は深く繋がる。

　互いの歯がぶつかり合うのも気にせず、恭平は文乃の口の奥まで侵入してきた。舌や、歯列や、内頬を擦られると、なぜか別の場所が疼く。

　動くたびに接触する胸のあたりや、触れられてすらいない下腹部がせつなくなるのだ。

「んっあ……恭平……」

　文乃は自分でも必死に舌を伸ばしてキスに応えながらも、どんどんと大きくなる快感に戸惑い、すがりつくように彼の首に手を回した。

　密着すると、互いの肌のぬくもりを感じることができて、安心する。しかし、同時に己の内側から湧きあがる興奮は大きくなるばかりだ。

　貪るような口付けをしながら、文乃は無意識に身体をくねらせた。触れ合いで発生する快感を、欲深く求めるようになっていた。

　恭平は、そんな淫らな行動を指摘こそしなかったが、煽るように自分の足を文乃の秘部のあたりに割り込ませてくる。

「あっ……恭平……私、無理かもしれない」

「大丈夫です。怖いことはしません」

「違うの……だってまだキスしかしてないのに、気持ちいいんだもの」

　服も脱いでいない、まだ繋がる部分に直接触れられたわけでもない。それなのに、身体がおかしくなってしまいそうだ。心臓はずっと早鐘を打っているし、息もどんどん荒くなっている。

　もっと濃厚な触れ合いをしたら、自分がどうなってしまうのかわからなかった。

「よかった。それならやめません」

　恭平は宣言をして、文乃のベビードールに触れた。前にあるリボンを解けば、簡単に素肌が晒される。

　露わになった文乃の胸の膨らみをじっくりと眺めたあと、そっとその場所に触れてきた。

　最初は優しく包み込むような動きだった。その感触を確かめながら、恭平は次第に自由に、戯れのように揉みしだいてくる。

　男性の大きな手の中で、文乃の乳房は大きく形を変えている。その光景がひどく艶めかしい。

　ふいに恭平の指先が、文乃の胸の頂をかすめていった。

「あっ、……はぁ……」

　敏感なその部分に触れられると、びくっと腰が浮き上がってしまう。すでに硬くなりかけていた先端が、ピンと立ち上がってきた。まるでもっと触れて欲しいと主張するように。

「文乃の身体は、とても素直ですね」

　恭平が乳房に唇を寄せてくる。赤い舌を尖らせて、乳頭につんと触れた。

　そのままコロコロと舌先で転がされ、そして彼は大きく口を開け、文乃の胸にむしゃぶりついた。

「は、んんっ……恭平……」

　合間に吐き出される彼の熱い吐息が肌にかかる。今の文乃は、それさえも快感として拾ってしまう。

　舌と指の両方で、硬くなった胸の頂を弄られると、びりびりとした強い快楽の波が全身に広がっていく。

　彼と恋人になれた時、どんなふうに抱きしめてくれるのか、どんなキスをしてくれるのか想像をしたこともあったが、それは夢見がちなものだった。

　現実は違う。目の前にいるのは、面倒見がよく冷静沈着ないつもの恭平ではなく、文乃の裸に欲情しているただの男だ。

　瞳の奥にはっきりとした情欲を宿しながら、文乃の胸を嬉しそうに、そして夢中で貪っている。彼もまた、文乃と同じように息を弾ませていた。

「ひっ……やっ、ああ……、激しい……よ、……んんっ」

　大きな嬌声が出てしまいそうになり、文乃は思わず自分の手を口に当てた。しかし、すかさず恭平に咎められてしまう。

「抑えたらだめです。文乃のかわいい声をもっと聞かせてください」

　追い込むように、ますます胸への愛撫を熱心に施していく恭平は、少し意地悪だ。

　じゅるっと音を立てながら、薄紅色の胸の蕾を弄るその姿を、わざと見せつけてくる。

「……あっ、私……我慢できない」

　胸から発生した痺れが下腹部に絶え間なく伝わり、文乃の女の部分をキュンと疼かせている。

「ここが、……せつないの」

　場所を示すように、股を擦り合わせる。

　身につけている透けるほど薄いショーツの衣擦れの感触と、移動してきた恭平の視線が、文乃の疼きをさらに大きくさせていた。

「感じてくれたんですね」

「はじめてなのに、おかしくない？」

「俺は嬉しいです」

　恭平が微笑んでくれたので、文乃は満たされた心地になった。未経験の行為への不安も吹き飛んでしまう。

　恭平は文乃の片方の足を高く上げると、内腿にもキスをしてきた。くすぐったさを感じ、笑いをこらえていた文乃だが、触れられる場所がだんだんと身体の芯に近付いてくると、くすぐったさより快感が勝ってくる。

「はぁっ……」

　その反応を確認した恭平は、文乃がまさかと思っていた秘密の場所にまでためらわず口付けをしてくる。

　下着越しに、その形を確認するように。恭平が口付けをした場所には小さな突起があって、舌で弄られると、胸以上に過敏に反応してしまうことが自分でもわかった。

　ほんの少し触れられただけで、体中に快感が走り抜ける。何度かの刺激で硬くなっていき、もっと触れて欲しいとねだる。

　下着を剥ぎ取られてしまえば、誰にも見せたことがない部分が晒される。どうして恭平は、熱心にそこを見つめるのだろう。見られていることに耐えきれず、文乃は思わず目を瞑った。

　するとすぐに、さっきより艶めかしい感触が発生する。

　熱さと湿り気を感じる。これはきっと恭平の舌だ。彼は直接文乃の恥部を舐めているのだ。

　確認せずにいられなくて、うっすら目を開けると、寝そべりながら大きく開いた自分の股の間に、恭平が頭部をうずめてる光景が目に入ってくる。

　もう、隠してくれる下着もないのに。

「んっ、……恭平……恥ずかしい」

「大丈夫。ただ、気持ちよくなっていてください」

　陰唇に触れるような距離で言葉を発せられると、吐息さえ刺激となる。恭平は文乃の敏感な花芽を口で弄りながら、まだ何の侵入も許していない密壺の中へ、指をすすめてきた。

　固く閉じた入り口をほぐすように探られると、そこから淫らな密をこぽりと垂らしてしまった。

　彼の指の動きに合わせて、くちゅくちゅと卑猥な水音が響いている。

「痛みはないですね？」

　恭平は、確認しながらゆっくりと文乃の中を暴いていく。

　指をもう一本増やされ、少しずつ奥へ侵入していく。花芽を弄られながら、腹側の少し深い場所を指で擦られると、奥からどんどんと淫水が湧きあがってくる。

「あっ……ぁっ……恭平、そこ……一緒にしたら……私……わたし」

　小さな波が何度も押し寄せてきて、もう少しで何かを味わうことができる。……特別な何かを。そう感じ、文乃は腰を震わせた。

　自分が絶頂に向かっているのだと理解したが、強制的に引きずり出されているようで怖くもある。

　手を彷徨わせても、縋るものはシーツしかない。

「んんっ、恭平……待って……」

「怖がらないで、素直になってください」

「抱きしめてくれないと、いやなの……」

　文乃が素直に気持ちを伝えると、恭平はピタッと手を止めて顔を上げた。じっと、熱をはらんだ瞳で見つめられると、自然と感情が高ぶる。

「好き……恭平、好き。お願い、私を本物の奥さんにして」

　どうせなら、肌を合わせながらがいい。文乃がその先をねだると、恭平は笑みを返してくれた。

　そうして彼は、自分の服をさっと脱ぎはじめる。

　文乃は与えられる愛撫に夢中になりすぎて、彼が今まで服を着たままだったことに気付いていなかった。

　露わになる引き締まった男性の裸体を前に、ごくりと唾をのみ込んだ。

　彼の裸を見るのははじめてだ。服の上からではわからなかった、割れた腹筋や隆々とした腕を見ると、身体の造りの違いに惚れ惚れとしてしまう。

　そして、なにより腹につきそうなほどそそり立っている、彼の象徴から目が離せない。

　恭平は服を脱ぎ捨てたあと、サイドチェストの引き出しから避妊具を取り出し繋がる準備をはじめた。

「付けるの？」

　二人は夫婦なのだから、必要ないのではないか。あえて慎重になる意図を確認したくて、彼に尋ねる。

「しばらくは二人の時間を大切にしたいんです。恋人としての時間を持てなかったので」

「……恋人」

　今日の彼は、言葉で、態度で、文乃を喜ばせてくれる。明日覚めてしまう夢なのではないかと心配になるくらいだ。

　恭平は素早く避妊具を付けたあと、文乃の秘部に手を伸ばし、十分に潤んだままであることを確認してから、先端を宛がった。

　そうして、文乃の願いを聞き届けるように、身体を倒してしっかりと肌を合わせてきた。

「文乃、いいですか？」

　恭平の肌の熱を感じる。鼓動がさらに速くなっていく。

　ついに好きな人とひとつになれるのだという期待は、未知なる行為に対しての不安を吹き飛ばす。早く恭平が欲しくてたまらない。

　文乃も恭平の背中に手を回して、受け入れる準備ができていることを伝える。すると、恭平は腰を押し付けて、ゆっくりと熱塊を押し込んでくる。

「あっ、……すごい、大きい……んんっ」

　指二本よりずっと質量のある屹立した竿に、隘路が切り開かれていく。まだ、耐えられない痛みではなかった。だが恭平がさらに奥へと進もうとしているので、自分の身体は大丈夫なのかと不安に襲われる。

　自然と歯を食いしばり、身体が硬くなってしまう。

「ほら、ちゃんと呼吸をして……力を抜いてください」

　言いながら、恭平は額や頬に何度も口付けをしてくれた。しかし、彼のほうも苦悶に耐えるような強ばった顔になってしまう。

「恭平も、苦しいの？」

　問うと、恭平は苦笑いをした。

「俺は、よすぎて……己を律するのに必死なだけです」

　その顔が少年のようにかわいらしく、愛おしさがこみあげてくる。丁寧に扱ってくれるのは嬉しいが、もっと本性を剥き出しにして欲しい気持ちが芽生えてくる。

　普段見せない顔、ほかの誰にも見せない顔を文乃は見たいのだ。

「私、大丈夫だよ。もっと奥まできて」

「文乃……」

　楔が、さらに深く打ち込まれる。やはり痛みはある。でも、ここでやめて欲しくはなかった。

　文乃は恭平の頭部を引き寄せて、口付けをねだった。

「キスして、いっぱい」

　すぐに願いは叶い、唇を重ね合わせてくれる。彼の舌を受け入れ、激しいキスに夢中になっていると、自然と身体の強ばりが解けていく。

　その瞬間を見計らって、恭平は文乃の最奥まで熱杭を押し込んできた。

「ゃっ、あぁ！」　

　目一杯に広がった膣壁が、きゅうきゅうと彼の竿を締め付けてしまっている。

「全部、挿ってます。ゆっくり呼吸をして。……少しだけ動きます」

　恭平は断りを入れてから、小さく腰を動かしていった。与えられる口付けの場所が、耳や首筋に移ってしまったので、文乃の唇が自由になる。

　ゆっくり呼吸をしろと言われたが、文乃は乱れながら、嬌声と歓喜の言葉を勝手に紡いでしまう。

「あっ、ああ、恭平……好き、んあっ……すごいよぅ。私、恭平とひとつになってる。……んっ、嬉しい……好き」

「くっ……煽るようなこと言わないでください」

　途端に、恭平の腰の動きが激しくなった。奥を穿たれ、一気に引き抜かれる。結合が解けてしまうぎりぎりの場所から、また奥へと戻されていった。

「ひゃっ、ああ、……はげし、い」

　刺激を受けるたびに文乃の奥は喜び、蜜を滴らせながら淫らに蠢いていた。抜き差しのたびに卑猥な水音を立てている。

　まるで身体のすべてが性感帯になったような敏感さで、恭平が滴らせた汗が胸に落ちる感覚さえ、快楽となっていく。

「文乃、もう少しだけ……耐えてください」

　余裕のない口調で、恭平は言う。

「あぁ、いいの……恭平、私……ああっ、わたし……」

　視界がチカチカとしてくる。白い波が襲ってくるような感覚。指で刺激を与えられた時より、もっと激しい波が襲ってくるとわかった。

　文乃は無我夢中で恭平にすがりつく。すると、文乃の中で暴れている恭平の昂りの質量が、さらに増した。

「あっ、ああ、恭平！　私……もう、ああっ！」

　ぐっと、深い場所に杭を押し付けられた瞬間に、文乃は絶頂へと押し上げられる。

　直後、恭平の昂りの脈動を感じ、どくどくと、薄い皮膜越しに爆ぜた精の存在を感じられた。

「私、とっても幸せ……ありがとう」

　自分の中で、彼がちゃんと気持ちよくなって果ててくれたことが嬉しい。

　好きな人と結ばれた。叶わない恋だと思っていたのに、なんと幸せなことだろう。

「礼を言うのは、俺のほうです」

　よく頑張りましたと褒めるように、恭平が額にキスをしてくれる。

　夢ではないことを確かめながら、文乃はずっと恭平に抱きついていた。






３








　翌朝、少しの痛みとだるさを感じながらも、満たされた気分で文乃は目覚める。

　その時恭平は、文乃の胸に顔をうずめながら、まるで甘えた子どものようにすやすやと眠っていた。

（かわいい……）

　まつげが長かったり、寝顔は年齢より若く見えたり、新しい発見が嬉しくてしかたない。貴重な彼の寝顔を、記念に納めておきたい気持ちになったが、文乃のスマホは部屋の隅にあるテーブルの上で、手を伸ばしても届かない。

　しばらくはただ眺めて、この特別な朝の幸福を自分の記憶に焼き付けようと決めたところで、彼が身じろぎをはじめた。

「きょ、恭平！」

　腕を伸ばしてきた恭平に、文乃は囚われた。

「愛してる、ずっと……」

　目を瞑ったまま寝ぼける恭平に、苦しいくらい抱きしめられて愛を囁かれた。その瞬間文乃の心は舞い上がることはなく、さっと冷えていく。

（違う……私にはこんなこと言わない。……恭平にも誰か、そういう人がいたの？）

　これは自分に向けられたものではない。実際文乃が彼に好意を伝えても、同じ言葉は返ってこないし、今の口調は、文乃に対してのものではない。

　それに恭平には、文乃に思わず寝言で気持ちを漏らしてしまうほどの好意などないはずだった。

（だって、昔は私のこと嫌いだったんだから……）

　恭平が文乃との結婚を受け入れてくれたのは、同情と義務感からだと文乃は考えていた。彼は文乃に対してずっと負い目を感じている節がある。理由もはっきりしていて、幼い頃のあの出来事がきっかけだ。

　文乃はそんな彼の心情に気付いて、利用してしまっているのだ。

　後ろめたさに、胸が痛み出す。でも、このぬくもりを手放すことなんてできない。

　文乃はベッドの中で恭平の腕に抱かれながら、昔のことを思い出していた。
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　それは、文乃が小学校に上がる前のことだ。

　その頃の文乃は、身体が小さく頻繁に熱を出す病弱な子どもだった。そのためほとんど幼稚園にも通えず、家で静かに過ごすことが多かった。

　唯一の楽しみは、家令の息子で文乃より三つ年上の少年、恭平と過ごす時間だった。

　当時、恭平は八歳で文乃は五歳。

　少年が、年下の女児と気を遣いながら遊ぶことがどれだけ大変だったか、大人になった今なら想像することは簡単だ。

　しかし当時の文乃は、遊んでもらえるのが当然だと思ってしまっていた。

「きょうくん！　きょうくん！　あそぼう！」

　彼が小学校から帰って来る時間になると探し回ったり、具合が悪い日でも部屋で呼びつけたり、とにかく文乃は物心ついた時から恭平のことが好きでつきまとっていた。

　対して彼のほうは、この頃間違いなく文乃を嫌っていたはずだ。

　自分のあとをくっついてくる、年下の女の子。しかも立場の違いがあり扱いに困る子だ。好感を持つ理由が一切ない。

　事件が起きたのは、文乃が数日間熱を出してようやく回復した、ある日のことだった。

　室内遊びに飽きてしまい、どうしても外に出たいとわがままを言って、庭で恭平と散歩をしていた。

「ねえ、きょうくん。ないしょで、かくれんぼしよう？」

　提案したのは文乃だった。恭平は何度か渋ったが最終的にはいいと言った。じゃんけんをして、負けたのは文乃だ。

　かくれんぼをはじめると、恭平は鬼になった文乃が数を数えている間に、五歳児には見つけられないであろう木の上に隠れてしまった。

　それは文乃への溜まった鬱憤を晴らすための、ちょっとした意地悪だったのだろう。

　すぐに根を上げて大人のところに行き、かくれんぼは終わる。その程度のことだったはずだ。

　しかし文乃は助けを求めず、一人で奮闘した。対等でありたいという気持ちが強かったのかもしれない。

　息を切らしながら走り回って、恭平を探した。

　体力のない文乃はだんだんと息が苦しくなってきてしまう。熱を出した日の夜のような苦しさ。でも昼間に、しかもこんな急に体調がおかしくなったのははじめてのことで、混乱してしまった。

　風景がぐるぐると回り、文乃はついに動けなくなった。

「きょう……くん？　……どこ？」

　奇しくも恭平は、文乃がばたりと倒れ込んだ場所の、すぐ横にあった木の上に隠れていた。

　大事になるとは思わず呼びかけを無視した恭平は、文乃が意識を失っていく一部始終を、見てしまったらしい。

　しかも運の悪いことに、倒れた場所に尖った石が転がっていて、文乃は頭部を負傷してしまったのだ。

　意識があやふやだった文乃より、血を流して動かなくなった人を目の前にした恭平のほうが、恐ろしい経験として記憶にはっきりと刻まれてしまったのだろう。

　これがきっかけになり、文乃が心臓に疾患を抱えていることが発覚する。成長が遅く身体が弱かったのも実は心臓疾患が影響していた。

　手術をして数年後にはもう健康を取り戻していたが、この時の出来事により、両親はとにかく過保護に、そして、それまではただの子ども同士だったはずの恭平との関係はすっかり変わってしまった。

　倒れた時に負った額の傷はこめかみから生え際のあたりにあり、成長と共にほとんどわからなくなる程度だったが、高塚親子は強い責任を感じているようだった。

　そして義郎がそうさせたのか、恭平は文乃のことを「お嬢様」と呼び、彼自身も使用人のように振るまいはじめたのだ。

　文乃は彼らに傷跡を見せないように前髪で隠してきたが、それからの恭平の恭しい態度は変わらなかった。

　一線を引かれている。そんな状態ではあるものの、冷たい態度はされないし、ちょっとしたお願いは何でも聞いてくれるから、文乃はいつしかそれが本来の二人の関係であるかのように、受け入れるようになった。

　恭平への恋心を自覚したのは、中学生の頃だ。同級生らしき女の子が、街で恭平を呼び止めているところや、高塚家に直接訪ねてきている姿を目撃してしまった時に感じる、もやっとした気持ちの原因がそれだった。

　その時の文乃は、大抵車で移動中で、通りすがりの外野だった。応じる恭平の距離感から、心を寄せられているだけの相手なのだろうと推測はできたが、その人達の誰かが恋人になってもおかしくはなかった。

　両親の過保護と心配性に閉塞させられるようになったのも、この頃からだ。

　高校生になるとそれがピークに達して、通っていた学校ではなく、別の大学を受験すると決めた。

　恭平にそのことを相談すると、両親の意志ではなく、文乃の意志を尊重し助けてくれた。彼は文乃の考えを否定しない。そんな彼を好きだと思う気持ちはますます強くなる。

　そして、恭平の主人は自分であるかのような勘違いもしていた。

　しかし彼は、飛鳥井家に縛られるのを嫌がっていたのだ。

　恭平が将来家令として飛鳥井家に勤めることを拒否し、自分で会社を設立してしまったのは、彼が大学四年の時。

　高塚家で何やら揉め事がはじまったと聞きつけ、文乃は親子を訪ねた。義郎は恭平に厳しすぎるから、仲裁してあげなければと、どこか傲る気持ちがあった。

「──俺は使用人なんてまっぴらなんです」

　恭平が義郎にそう言い放っているのを聞いてしまい、文乃は強い衝撃を受けた。

　恭平への想い……恋が叶わなくとも、ずっと側にいてくれるのだと思っていたのに、裏切られた気分になった。

　でも、そうさせたのは自分だということもわかっていた。

　わがままで子どもっぽい文乃は、彼から見放されてもおかしくなかっただろう。

　泣いたりわめいたりせずに、恭平の選択を黙って受け入れることが、文乃の精一杯の強がりだ。彼を引き止められるだけの人間になれなかった自分が恥ずかしかった。

　恭平は起業と同時に一人暮らしをはじめ、もうまったく関わりのない人になってしまうのだから、後悔しても遅い。それでも文乃は、今のままの自分ではいけないと、それまで以上に勉強に励んだ。

　二人が顔を合わせる回数は極端に減っていたが、それからも時折文乃の様子を気にかけてくれたことで、わずかな希望を繋いだ。飛鳥井の名前などなくても、恭平に一人の人間として認めてもらえるようになりたかった。

　でも結局文乃は一人では何もできないままだ。就職に関して両親と意見が対立した時も、そうして今回の結婚も、最後は恭平に助けを求めてしまっている。

　きっと恭平は、もうほとんどわからなくなってしまった額の傷と、両親の過保護ぶりの原因を作ったことについて、今でも自分のせいだと思っているのだろう。

　彼の前では大人でありたい、迷惑をかけたくない。そう思う気持ちと、優しさと負い目につけ込んで、なんとしても近くにいたい気持ちが、文乃の中で長年葛藤し続けている。
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　昨晩、優しくも激しい恭平との情事に満たされたはずなのに、本当にこれでよかったのだろうかと不安になる。

　──愛してる。

　文乃には絶対に言わないだろうその言葉を、彼の口から聞いたことにより、罪悪感が重くのしかかってきた。

　恭平の過去は知らない。彼はそういう面を一切見せてこなかったから。心に決めた相手がいるのに、裏切ってまで文乃と結婚するような人ではないとわかっている。

　でも、寝言で思わず口にしてしまうくらいの忘れられない人が、彼の心には存在しているのかもしれない。

「恭平……苦しいよ」

　眠る彼の腕に囚われながら、せつない吐息と共に吐き出す。すると、恭平がぱちりと目を開けて飛び起きた。

「おはようございます。寝ぼけました、すみません」

　恭平は、自分が今何を口にしたか覚えているのか、少し気まずそうにしていた。聞かせたくなかった言葉だったということが伝わってくる。

「恭平、おはよう」

　心の傷の痛みを隠して、文乃は初夜の明けた夫婦に相応しいよう微笑んでみせる。

「身体は？　どこか痛いところはありませんか」

　恭平も、はじめてを経験したばかりの文乃を労るように、軽いキスをしながら体調を気遣ってくれた。

「大丈夫よ」

　優しくされると、せつなくなる。でも嬉しくて、とても手放せそうにない。甘えるように、ぎゅっと彼を抱きしめると、恭平は慈しむように文乃の背中を撫でてくれた。

「シャワーを浴びに行きましょうか」

「一緒に？」

「抱き上げたほうがいいでしょうか？」

「それは遠慮するわ」

「では、お手をどうぞ」

　起き上がった恭平は、夜の間に下のスエットをはいていたようだ。対して文乃は、裸のまま眠ってしまって、何も身につけていない。

　昨晩すべてを晒した相手であっても、朝の光を浴びている状態では恥ずかしい。

　文乃が上半身を起こしながら毛布をたぐり寄せていると、恭平はガウンを羽織らせ、姫君のように丁重にバスルームまでエスコートしてくれた。

　しかし、彼が紳士的だったのはそこまでだった。

「文乃……」

　脱衣所に到着するなり、昨日の情事を思い起こさせる激しいキスがはじまる。恭平は、顎を持ち上げられた状態の文乃に覆い被さるようにしながら、それが自分のものだとでも主張するように、遠慮なく唇を合わせてくる。

　文乃は彼が今どういう気持ちなのかわからず、翻弄されるばかりだ。

「んっ、恭平……シャワーは？」

「浴びますよ……一緒に……」

　文乃のガウンを無造作に床に落とした恭平は、自分もすぐに裸になっていた。

　そうしてまたキスをしてくるが、触れ合う肌の感触に違和感があり、文乃は呼吸の合間に視線を下にずらし、まだ見慣れない夫の裸体をまじまじと見つめる。

「あの……」

　そこには、雄々しく主張しているものがある。ただシャワーを浴びて身体を綺麗にするような、健全な状態ではない。

　昨日の夜、彼が文乃を抱いたのは、夫婦になったという義務の意味が強いのかと思いかけていた。だとしたら、今はなんなのだろう。

「文乃のせいです」

　非難の意味で言っているのではないとわかる。本当は生理的な欲求からくるものかもしれないが、まるで恭平が自分に夢中だと言ってくれているようで、嬉しくなる。

　女性として、そういう対象にすら入れてもらえなかった頃と比べたら、これは大きな進歩だ。

　文乃の中では、キスと彼の熱い眼差しに沈んだ気持ちが霧散していき、高揚感が広がっていく。

　そのままもつれ合うようにして、二人はバスルームの中に入った。

　蛇口をひねり、水温が適温になったところで恭平は背後に立ち、文乃の身体にシャワーをかけてくる。

「身体を洗いましょう」

　恭平がボディーソープを手のひらで泡立てたあと触れたのは、自分ではなく、文乃の背中だった。彼はまだ、身体を綺麗にするという本来の目的を忘れていなかったらしい。

「恭平、自分で……」

　恥ずかしくて、断ろうと後ろを振り返ったが強引に唇を塞がれてしまう。

　彼の大きな手が文乃の胸に回ってくれば、ただ流れに身を任せるしかない。

「んっ……きょう、へい……はぁっ」

　泡まみれの恭平の手が、文乃の胸の上で踊る。

　文乃の感じやすい胸の突起は、恭平の指先からつるりと逃れる。わざとなのか、それとも本当に捕えることができないのか、恭平は執拗に文乃の乳首を追い回す。

　強く摘ままれたかと思うと、ぷるりと弾かれるように解放され、また追いかけられる。痛みを感じるぎりぎりの強さで与えられる刺激に、文乃はどんどんと熱を高まらせていった。

　今も文乃のお尻のあたりには、恭平の猛々しい雄の象徴があり、彼はわざとその存在を知らしめるように押し付けてくる。

　文乃はだんだんと身体に力が入らなくなり、壁に手をついた。

　おのずと尻を突き出すような態勢になると、恭平の熱杭が文乃の秘部の谷間に滑り込んでくる。

「昨日の痛みは残っていますか？」

「うん、ちょっとだけ……」

　昨晩はじめて恭平の昂りを受け入れたのだ。閉ざされていた陰道が、彼の太さまで広げられ何度も擦られたので、ヒリヒリとした痛みがある。

「では、今は挿れないようにします」

　その時、文乃の蜜口がひくっと疼いた。

　それは、休ませてもらえるという安堵ではなく、本能的に迎え入れる準備をしていた身体が、がっかりしてしまったためだと、自分でもわかっていた。

「文乃のここは、いやらしくてかわいらしいですね」

　恭平にもそれが伝わってしまったのか、彼はどこか嬉しそうに指摘してくる。

「言わないで……」

　恥ずかしさをごまかすように睨んでも、恭平は楽しげだ。

「挿れませんが、お互いが気持ちよくなることをしましょうか」

　恭平は、文乃の腰を掴んでゆっくりと動きはじめる。

「はぁ……っん、あっ」

　挿入された激しいものとは違うが、ふわっとした快感が文乃を襲う。恭平の屹立が、文乃の花芽を刺激してくるのだ。

「そうです、足を閉じて。気持ちいい場所に当たるようにしてください」

　恭平の手が文乃の腿を擦りながら、足をしっかり閉じろと誘導してくる。言われたとおりにぎゅっと閉じて、恭平の昂りを挟み込むようにすると、快感がより強くなる。

「恭平……これ、気持ちいい……んんっ、ああっ」

　谷間を何度も擦られ、彼の先端が花芽に届くたびにせり上がってくるのは、昨日経験したばかりの絶頂への波だ。

　文乃の蜜口はせつなく蠢き、淫らに蜜を垂らす。こぼれ落ちた雫は恭平の昂りに絡みついて、彼が動くたびにヌチュヌチュといやらしい音が響いていた。

「ああっ……私、もう……はぁ、恭平……イクっ、あっ」

　達してしまいそうだと正直に告げると、恭平の腰の動きが激しくなっていく。息が荒くなったことで、彼もまた高みに登りかけているのだとわかった。

　恭平にももっと気持ちよくなってもらいたい文乃は、緩みかけていた足を、もう一度しっかりと閉じる。直接刺激を与えられていない中も、ひくひくと痙攣をはじめ、喜び出す。

「文乃……」

　名前を呼ばれた時、恭平の手が文乃の胸に伸びてきた。どうして彼はこんなに愛おしそうに自分の名を呼んでくれるのだろう。そのしっとりとした響きが、直接頭の中に響いてきて、思考を麻痺させていく。

「あぁ、ん……それ、強い。……だめ、はぁっ、あ、ああっ！」

　尖った乳首をぎゅっと摘ままれ、陰部と同時に刺激を与えられると、もう我慢などできなかった。

　文乃はバスルームに大きな嬌声を響かせて、快楽の絶頂へと達した。

　恭平は股に挟まっていた昂りを離す。直後、文乃の背中には熱い飛沫がかかっていた。
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　結婚休暇は、土日を含めて四日間だけだ。

　これは恭平の提案で、社内ではしばらく結婚を秘密にしておくことに決めたからだ。

　今、恭平はエンジニアチームと大きなプロジェクトをすすめている。システム開発という仕事は機密事項が多いので、担当が違う文乃は詳しくは知らない。しかし飛鳥井財閥の一人娘との婚姻について、騒がれたくないのだということは理解した。

　だから休暇は、二人同時に休んでいても不自然に思われない日数しか取得できなかった。

　土曜日の夜から甘く激しい四日間を過ごした文乃だが、水曜日の朝、密かに休暇が終わったことに安堵していた。

（知らなかった。恭平が……あんな……野獣だったなんて）

　四日間、文乃は一歩も外に出ていない。服すらまともに着ていなかった。食事は全部恭平が用意し、必要なものは宅配で届けられた。

　バスルームでは、文乃の体調を気遣う様子だった恭平だが、その日の午後に文乃が「もう痛くない」などと言ってしまってから遠慮がなくなった。

　それからほとんどの時間ベッドの上で過ごし、そして幾度となく恭平と交わった。朝も夜も関係なく。

　絶倫、とは彼のような人のことを言うのだろう。クールで淡泊だと思っていただけに、ギャップに戸惑いを隠せない。一方で、自分に欲情してくれることは嬉しくもある。

　しかし、情交以外のすべてを放棄したような生活は確実に人をだめにさせる。

　昨晩二十三時、恭平はぴたりと行為をやめた。

「あなたの健康管理も、私の役目ですから」

　そう言ってしっかり八時間の睡眠をとるように促され、文乃は眠りについた。

　迎えた朝、七時のアラームで文乃が目を覚ますと、隣に恭平はいなかった。

　寝室から出ると、コーヒーとトーストのいい香りが漂ってくる。食卓にはサラダとフルーツがすでに用意されていた。

「ごめんなさい。私がやるべきだったのに」

　朝から至れり尽くせりで、うっかりするとこの状況を甘受してしまいそうだ。しかし、どちらかと言えば仕事でも忙しいのは恭平なのだから、してもらうばかりでいいはずがない。

「明日は、絶対私が先に起きるから！　恭平はゆっくり休んでね」

「……？　何を言っているのですか？　文乃には最初から家事などさせるつもりはありません。そもそも、やったこともないでしょう？」

「それは……そうだけど……」

　文乃はほぼ家事をしたことがない。飛鳥井家では、それは使用人の仕事だったから。中学、高校は昔ながらの女子校だったこともあり、裁縫や料理などの家庭科学習にはそれなりに熱心だったので、そこで得た知識ならある……という程度のものだ。

「必要ならホームキーパーを雇いますが、他人を出入りさせるのはあまり好きではないので、気にしないでください」

「……でも」

「でも、ではありません。それがベストですから」

　恭平は聞く耳を持たない様子だ。

（私、このままじゃまずい……）

　文乃はどうしても「結婚してもらった」という後ろめたい気持ちが拭えない。

　これは、恭平には何のメリットもない結婚だ。多忙な彼の仕事をサポートする能力はないが、せめて私生活を支えられるくらいにはなりたいと思っていた。

　しかし、出だしからチャンスすら与えてもらえそうにない。

　焦る必要はないが、言われたままに過ごすのも違う気がした。本物の夫婦に近付くためには、努力を放棄してはいけない。

　何か自分にできることはないだろうか。

　どうやらこれが、文乃に与えられた結婚生活最初の課題のようだ。

　

　朝食のあと着替えや身支度をした。

　結婚後はじめてとなる出社で浮かれてしまう。二人が結婚したことはしばらく秘密にしなければならないから、先週までの自分とは違う緩んだ顔になっていないか、文乃は何度も鏡で確認してしまった。

「では、先に出ます……」

　出勤の時差をつけるため、恭平が先に自宅を出ることになっていた。

「恭平、いってらっしゃい。今日もお仕事頑張ってね」

　こうして玄関で見送りができると、夫婦になった実感が湧く。

　文乃が背伸びをして、恭平との距離を縮めると、何をしたいのか察してくれた彼が顔を寄せてくれた。ちゅっと、軽く触れ合うだけのキスをすると、なんだかくすぐったい。

「……行ってきます。またあとで」

　恭平が照れた顔で去っていったのが嬉しくて、文乃は扉が閉まったあとにやけながら、踊るような足取りで家の中を一周してしまった。

　

　それから少し時間をあけて、文乃も家を出た。

　マンションから職場までは徒歩五分。さすがにもう送迎の車は使用せず、徒歩での通勤になった。道のりは、ほかの社員達がよく使用する駅からのルートとは別だから、遭遇することは、まずない。

　天気はよく、風が心地よい。靴を鳴らして自分の足だけで職場に向かう。なんて清々しく、軽い気持ちだろう。

　改めて、文乃は恭平のおかげで自由を得たのだと実感した。以前なら、会社帰りに寄り道をするのにも、気ままにとはいかなかったから。

「今日は、帰りに駅前を探索してみようかな？」

　そんなことを考えながら、文乃は慣れ親しんだ職場までの、新しい道のりを歩いていった。

　オフィスのある建物の玄関を通過したあとは、恭平と目が合っても普通でいられるようにしなければと気持ちを切り替える。

　職場はビルの五階にあるから、上階に向かうエレベーターを待つ。文乃はそこで、同僚の一人と出会った。

「あら、おはよう。飛鳥井さん」

　声をかけてきたのは、システムエンジニアの倉持だった。

「おはようございます。倉持さん」

　倉持は優秀なエンジニアらしく、入社は先だが年下ウェブデザイナーの文乃のことは、職場の先輩として接してはくれない。

　彼女からはなんとなく見下されている気がして、好きになれなかった。

　短めの髪に、動きやすいパンツスーツを格好よく着こなしている。履いているヒールの高さはかなりのもので、それを気付かせないくらいに颯爽と歩く姿は純粋に素敵だと思えるのだが……。

　何が嫌いかと問われれば、やはり恭平に対しての接し方なのだろう。大学時代の友人だとは聞いているが、距離が近く、特別親しい間柄なのだと周囲にもアピールしているように見える。

　友達にはなれそうにないタイプだった。

　以前までは、彼女が恭平に触れても不快に思う権利がないと、自分に言い聞かせていたが、関係が変わった今は、容認できそうにない。

　文乃と倉持は、挨拶だけ交わしてエレベーターに乗り込む。

　それまで倉持とは、親しくおしゃべりをしたことがなかった。しかし、この日はフロア到着後、ロッカールームに向かう途中で、珍しく倉持のほうから話しかけてきた。

「そういえば飛鳥井さんは休暇だったみたいだけど、旅行でも行ってきたの？」

　問われ、文乃はぎくりとする。

　土曜日からの四連休だが、仕事を休んだのは二日だけ。恭平はプロジェクトが本格的に忙しくなる前の休暇、そして文乃は家族行事という名目で取得している。

「いえ、旅行ではなく家の都合で少し……」

「そう、まさか狙って高塚くん……あ、ごめんなさい、高塚社長の休暇に合わせたわけではないわよね？」

　苦笑いで問いかけてきたその顔は、恭平と文乃の関係を疑っているものではないとわかる。この場合、疑われているのは文乃だけ。

　会社の誰もが文乃が恭平に憧れていることを知っているから、彼女もそのせいで嫌みを言ってきたのだとわかる。

「……私、つきまとったりしてませんよ」

　彼女は、文乃が一方的にしつこく言い寄っていないか、つきまとい行為などをしていないか問いかけてきたのだ。文乃が自分の解釈が伝わるようにしながら否定すると、彼女は誤解だとは言わなかった。本当にそのつもりで言ったらしい。

「そうね。ごめんなさい、ただちょっと気の毒になってしまって。いたのよね……学生時代にもあなたみたいな子が」

　それはどんな子なのか。いい意味ではないとわかる。非常に面倒だ。

「……倉持さんは、うちのトップ二人とは学生時代からのご友人なんですよね？」

「あら？　もしかして昔の高塚くんの話、聞きたい？」

　過去の話、……たとえば恭平の学生時代の交際相手など、彼女なら知っているのかもしれない。気にならないと言えばそれは嘘になるが、知ってしまうのが怖くもあった。

　返事ができずにいると、倉持は勝手にしゃべり出した。

「高塚くん、昔からモテたわ」

「そうでしょうね……」

　恭平は頭がよくて容姿も素敵なのだ。それに冷たそうに見えてかなり面倒見がいい。会社経営者という肩書きがない時代からさぞモテたことだろう。彼が高校生の頃もそうだった。

　そんなことは倉持から教えられなくてもわかっている。

「当時私は、彼とは純粋な友人として付き合っていたのに、よく一緒にいるからやっかみを受けたわ」

　過去を思い出したのか、苦笑いをした倉持を見て、文乃は思わずため息を吐きそうになってしまった。結局恭平との親密な関係を文乃に伝えているにすぎないのだ。

「彼はね、どんなに綺麗な子から言い寄られても見向きもしなかったの」

「そうなんですか？」

　それまで適当に流しながら聞いていた文乃だったが、これにはつい反応してしまった。

　ここ数日間の自らの経験で、恭平の強い性欲を知ってしまったせいだ。学生時代なんてどれだけお盛んだったのだろうと、つい彼の過去を想像してしまったくらいだ。

　恭平の性格からすると、いろんな女性と関係を持って遊び歩いていたとは思えない。

　かといって一途に純愛を貫くタイプだったとしたら、同情と責任感で文乃と結婚してくれるわけがない。

　結局どのパターンも現実味がなくて、過去のことだからと想像するのをやめたのだが……、倉持に持ち出されたら、また気になり出してしまう。

「もしかして、ご友人達が知らない……たとえば大学とは無関係の繋がりで、恋人がいたのでしょうか？」

　倉持が知らないのなら、大学の外に恋人がいた可能性がある。特別な人がいたのなら、どんな時でもほかの女性に思わせぶりな態度をとることはしないだろう。

　しかし倉持は文乃の推測を肯定せず、首を傾げた。

「うーん、触れてはいけないらしいのよね。彼の過去の恋人については」

「え？　触れてはいけないって……？」

「梨田くんが昔、そう言ってたのよ。悲しい出来事でもあったのかしら？」

「悲しい出来事？」

「心当たりはないの？　飛鳥井さんは、高塚くんのお父様の繋がりでコネ入社なんでしょう？」

「……そうですが」

「でも、彼のこと何も知らないのねぇ？」

「社長の恋愛について、教えてもらえるような関係ではありませんでしたから」

「そう。……本当にたいした知り合いではないのね」

　ひとりごとのような呟きを漏らしたあと、倉持は興味を失ったように会話をやめた。

　文乃には、彼女ががっかりしていたように見えた。実は恭平の過去を教えてくれるような素振りを見せて、文乃から彼女の知らない場所での情報を聞き出そうとしたのかもしれない。

　倉持こそ恭平のたいした知り合いではないと自分に言い聞かせ、ロッカーに荷物を入れた。

　それでも、倉持に対しては消化できないもやもやが残る。

　さっきの倉持との会話で、恭平のことを何も知らないのだと、否応なしに自覚させられてしまったからだ。

　そのあとオフィスでは、恭平と目を合わせられなかった。単に二人の関係が変わったことを周囲に悟られることを恐れたからではない。

　過去の恋人。──倉持が口にした言葉が忘れられない。

　触れてはいけないと言っていたが、彼が過去に何かを抱えていることを文乃が知らなくて、倉持が知っていることもおもしろくない。

　誰に対してかわからない、嫉妬にも似た感情を隠したくて、なるべく意識を仕事だけに向けるようにした。

　

　午後になり、文乃は副社長の梨田に呼び出されミーティングルームに向かう。

「高塚文乃さん、結婚おめでとう。これ、会社からのお祝いね。本当は社長から渡すものだろうけど、当事者同士ではおかしいから、今回は俺が担当させてもらうよ」

　手渡されたのはご祝儀袋だ。社内規定でもらえる祝い金だということはすぐにわかった。あわせて、それをしまうための茶封筒も一緒に手渡される。ほかの社員に、今はこのご祝儀袋を見せるわけにはいかないので、そのための配慮なのだろう。

「ありがとうございます。……高塚姓で呼ばれたのは、はじめてです」

　しばらくは旧姓で通すことになった文乃は、梨田から新しい姓で呼ばれたことに嬉しさと恥ずかしさを感じ、頬を緩める。

「ごめんね、会社の都合でしばらく公表できなくて。俺と総務部長だけは把握してるから、困ったことがあったら遠慮なく言って欲しい。いろいろ片付いたら社を上げて盛大に祝うつもりだから」

「彼が嫌がりそうですね」

　結婚式の時も、ずっと気難しい顔をしていた恭平のことだ。仕事仲間に祝ってもらい喜ぶ姿が想像できなかった。

「そんなことないよ。文乃ちゃんの夫を堂々と名乗れるんだから。……新婚生活はどう？」

「不自由なくやってます。でも、恭平はすべて背負おうとするから……彼のことが少し心配です」

「好きでやってるんだから、文乃ちゃんは気にしなくていいよ」

「そうでしょうか？　……あの、副社長……聞いてもいいですか？」

「なに？」

「恭平の過去の恋人って、ご存じですか？」

　これに梨田は首を傾げた。

「急にどうしたの？」

「……いや、なんと言うかちょっと気になって」

　本当は、倉持に以前何を言ったのか聞きたかったが、告げ口をするようなので、朝のやりとりは伝えられない。

　これは妻としての純粋な興味だと、文乃が期待を込めて梨田を見つめた。すると、梨田は深く考え込んだあと、一度天井を仰いだ。

「うーん、返事に困るな」

「じゃあ、彼はどんな女性がタイプなんでしょうか？」

　仕事とプライベート、両方のスキルが夫に遠く及ばない文乃は、パートナーとして問題ありだ。

　これから妻として、お荷物にならないようにどうすべきなのかしっかり考えなければならない。

　でないと、倉持のような女性に居場所を奪われてしまうのではないか今朝の彼女を見て危機感が余計に募ってしまった。

「恭平は、はっきりしてるから……」

　文乃が聞き出そうとすると、梨田は一度何かを言いかけ、直後口を噤んだ。

「いや、やっぱり言えない。恭平に直接自分で聞いてごらんよ。俺が言えることは、文乃ちゃんが心配するようなことは何もないってことかな。今見えているものを信じて大丈夫」

「今見えているもの……？」

　文乃が繰り返すと、梨田は「そうだ」と深く頷いた。

　今、文乃に見えているのは、自分のために人生の大きな決断をしてくれた恭平の、頼りになる姿だ。それを本当に信じていいのだろうか。

　信じ切れないのは、恭平のせいではなく自分の自信のなさが原因だ。
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　その日、文乃は帰りがけにはじめて駅のほうに足を伸ばした。恭平からは八時頃に帰宅予定と連絡が届いていたので、一時間くらいは探索してみようと考えていた。

　恭平は昨晩いつの間にか夕食の準備までしていたらしく、彼が戻ったらすぐに夕食になるとあった。

（そこまでする必要ないのにな……）

　彼は経営者だが、大がかりなプロジェクトでは実務者でもある。

　文乃はシステムの仕事にはほぼ関わることがないので、どれくらい大変なことかはわからないが、システムエンジニアやプログラマー達は、時期がくると残業が多くなってくるようだった。

　文乃には家のことを何もさせないつもりでいるらしいが、それでは恭平の身体がもたないことはわかりきっている。

　どうにかしなければと考えながら駅前を歩いていると、おしゃれなデリカテッセンが目に留まった。

（こういうのを利用すればいいのよ……）

　ほかにも、持ち帰りができると案内を出しているレストランがいくつもあった。文乃はそのひとつひとつをチェックしたあと、雑貨店と書店にも立ち寄った。

　ある景色が文乃の視界に入ってきたのは、その書店を出た直後のことだ。

「料理教室……かな」

　気になったのは、書店の隣にあった店だ。開放的なガラス張りの店舗には「クッキングスタジオ」という看板が掲げてある。中では、エプロン姿の女性達が楽しそうに料理をしていた。

「こんにちは。体験希望ですか？」

　立ち止まって眺めていると、中から同世代と思われる女性が出てきて声をかけてきた。おそらくここの講師か事務員なのだろう。こちらの警戒心を解くようなにこやかな笑みで手招きしてくる。

「いえ、違うんです。ちょっと見ていただけで」

「もし興味をお持ちでしたら、今から体験もできますよ」

「そうですか……でも」

　どれくらい時間がかかるのか、そして誘いに乗っていいものなのか、文乃には判断できなかった。

　不安に思う気持ちを察したのか、女性は「待っていてください」と一度店舗に戻ったあと、再び文乃の元にやってきて冊子を差し出してくれる。

「ぜひパンフレットだけでも、お持ち帰りください。ホームページもありますので良ければごらんになってくださいね」

「はい、ありがとうございます。家でじっくり検討してみます」

　文乃は素直にパンフレットを受け取り、女性にお礼を伝えてその場をあとにした。

　帰り道の足取りは軽い。いろいろな収穫があったからだ。駅周辺で利用できそうな店の位置は確認できたし、料理教室で料理を習うという素敵なプランも思いついた。帰ったらさっそく恭平に提案しようと意気込んだ。

　

　マンションに戻ったのは午後七時。そして、恭平が戻ってきたのは彼が連絡してきたとおり、その一時間後の午後八時だった。

「文乃、ただいま」

「うん。おかえりなさい」

　文乃は恭平を玄関で出迎えて、朝と同じようにキスを贈る。すると、恭平は口元を軽く抑えながら言う。

「……すぐに食事にしましょう」

　照れているのだろうか。自分からする時は遠慮がないし顔色を変えないのに、文乃からは軽いキスでも新鮮な反応をしてくれる。

「食事の準備、私も手伝うから、いろいろ教えてね」

　胸を張って当然の権利として伝えたが、恭平は受け入れがたかったのか、一瞬顔をしかめた。

　手伝いも拒否するのなら、文乃にも考えがある。

「そういえば今日ね、駅前まで行ってきたの。それで、お弁当とかお惣菜とか、いろいろ売ってそうだったから、無理して恭平が作る必要ないのよ？」

　さっそく今日の収穫について話をして、恭平の手料理以外のプランを提示してみたが、彼の興味は別のところにあった。

「文乃……それはともかく、暗くなる時間に一人で出歩いて欲しくないのですが」

「私は小学生なの？　とにかく手伝うって言ったら、手伝うの。これは命……」

　命令、ついそう言いかけてしまって、夫婦間での正しい言葉ではないと気付く。

「ううん。違うの……そうじゃなくて『お願い』……だから」

　失言しかけたことを、がっかりしないで欲しい。そう願いながらじっと恭平を見つめると、彼は気にしていないのか、ふっと小さな笑みを作ってくれた。

「わかりました。では簡単なことからはじめましょうか？」

「うん」

　そうして二人で、キッチンに向かう。

　彼のこの様子では、料理教室に行ってみたいことは、当分話せそうにない。でも、手伝いが許されたことで文乃はひとまず満足した。

　腕まくりをして、順番に手を洗う。文乃はすでに通勤着からラフな服装に着替えていたが、恭平はスーツのジャケットを脱いで、ネクタイを外しただけの状態だ。

　その服装に違和感を持ち、何かがたりないと考える。

「そっか、お揃いのエプロンがあったらいいな……」

「形から入ろうとしないで、まずはサラダを作りましょう」

　恭平は、手際よくものの場所を伝えながら作り方を教えてくれる。文乃に与えられたのは、レタスをちぎって洗うだけの簡単な仕事だ。

　そして彼のほうは、作っておいたスープを火にかけ、グリルに香辛料をまぶしたチキンを投入し、サラダ用のトマトやキュウリを切りはじめた。

「私がやりたいのに！」

「刃物はあぶないですから」

　恭平は、包丁すら持たせないつもりらしい。

「家庭科で調理実習くらい経験してるからね？　恭平って、実はうちの両親より過保護なのかしら？」

　文乃が不満を漏らしながらレタスを洗っている間に、恭平はどんどんと作業をこなしていく。本物の料理人のような手早さだ。水を切ったレタスをお皿に盛りながら、腕まくりした姿が絵になるなとうっとり眺めていると、食事は完成してしまった。

　できあがった料理は、香草チキンと、具だくさんのスープと、サラダだ。それらを食卓に運ぶ役目は文乃に任せてもらえた。

　二人で向かい合って座り、ディナータイムがはじまる。

「チキン、すごくおいしい。恭平は前から自分で料理を作っていたの？」

　チキンは出勤前に塩や香草をまぶしておいたらしく、皮はぱりぱりで中はしっとりしていて、ほどよく味が染みこんでいる。レストランで出てきてもおかしくないレベルに仕上がっていた。

　料理を趣味にしていたのだろうか？　そう考えて尋ねると、彼は小さく首を横に振った。

「いえ、最近レシピ本をいくつか読んだ程度です」

「最近……？」

「文乃に栄養の偏った食事をさせるわけにはいかないでしょう」

　結局朝と同じだ。恭平は文乃に対して過保護すぎるし、何も期待してくれない。

　不満に思ってしまうが、すべてが自分に向けられた思いやりだということもわかっているから、顔には出せなかった。

　

　食事を終えて後片付けを済ませたのが午後九時半、そこから文乃が先に風呂に入った。出てくると夜十時からのニュースがはじまっていた。恭平の風呂を待ちながらソファーに座って、しばらくテレビを見る。

　恭平は十五分ほどの短い時間で風呂から戻り、キッチンで水を一杯飲んでから、文乃の隣に深く身を沈めてきた。

「疲れてるでしょ？　無理しないでね」

　様子を確認するために顔を近付けると、彼は思いのほか調子がよさそうに笑みを向けてくれる。

「確かに少し疲れているので、文乃が癒やしてください」

　彼は何かを求めている。文乃は、自分からキスをした時の照れたような顔を思い出して、唇を寄せた。

　最初は、ちゅっと軽く重ね合わせただけのキスだ。

「恭平……好き」

　これが正解だったのだろうか？　うかがうように確認すると、やはり彼の頬は少しだけ赤くなる。

　文乃は嬉しくなって、ソファーに座っている恭平に跨がって向かい合わせになった。

　膝を立てると、いつもは見上げてばかりいる彼との視線の位置が逆転する。

　文乃は以前の恭平のまねをして、彼の顎をくいと持ち上げた。そうして覆い被さるようにしながら、今度は深く唇を重ね合わせた。

「ふっ……ん、……はぁ……ん」

　自分から積極的に舌を入れて、相手の口内を探る。

　彼の舌を無遠慮に追いかけ回しながら、くちゅくちゅと唾液を絡ませた。目を開けたままにしていると、二人の視線が絡み合う。

　恭平の瞳は艶めいていて色っぽい。

　その表情を引き出しているのは自分だ。興奮した文乃の行動は荒々しいものになり、カチカチと歯が当たるが、気に留めず自由に恭平の唇を貪った。

　呼吸すら疎かになり、苦しさに気付いた文乃がいったん唇を離すと、二人の絡み合った唾液が糸を引く。

「恭平……私、続きがしたい」

　今すぐ裸になって繋がりたい。そんな気持ちが溢れてくる。

　文乃は、はしたなく恭平の下半身に手を伸ばそうとした。彼のそこは、緩いルームウェアからでも、興奮して大きくなっていることが見て取れたからだ。

　さっき恭平は「癒やしてください」と言っていた。性欲が強いらしい彼を癒やす方法として、間違っていないはずだ。

　しかし、触れる直前に恭平に手を取られ阻まれてしまう。

「寝室に行きましょう」

　嫌がられたわけではない。彼も同じ気持ちだから、ベッドへ誘っているのだとわかる。

　文乃が頷いて立ち上がろうとしたが、恭平は掴んで手首を離してくれない。

「どうしたの？」

「横を向いて、俺の膝の上に腰を落としてください」

「……？　うん」

　言われたとおり、恭平の上に座る。すると直後、文乃の膝の裏側に恭平の腕が回ってきて、身体が浮き上がった。

「きゃっ、……恭平！　私、重いのに！」

　恭平は、文乃を抱きかかえて寝室に連れて行くつもりらしい。

　しかし、大人になってから誰かにこんなことされた経験がない。文乃は落ちてしまうのではないかと不安になった。

「大丈夫ですから。……ほらおとなしくして、掴まっていてください」

　文乃がすがりつくように彼の首に手を回すと、恭平はすたすたと寝室に向かって歩きはじめる。

　恭平の身体は引き締まってはいるが細身で、格闘家のように筋肉隆々としているわけではない。いったいどこに、成人女性を横抱きで運べる力が隠されていたのだろうか。

　彼にしては珍しく、閉じていた寝室の扉のドアノブを器用に引っかけたあとは、足で押し開くという粗野な行動をする。

　それでいて、辿り着いたベッドの上に文乃を乗せる時だけは丁寧にゆっくりと降ろしてくれた。

　寝室に入るとベッドの中央に座り、二人は恍惚とした瞳で見つめ合い、服を脱がせ合った。

　そこから恭平は、文乃の身体のいろんな場所に口付けをしながら、すぐに指で秘所に触れてくる。

　文乃もキスを返しながら、さっき触れそびれた彼の昂りへ手を伸ばした。

　恭平のその部分は、どうしてこれほど猛々しく変化できるのだろうか。力を入れた時の腕や腹の筋肉よりずっと硬く、そして熱い。

　文乃がおずおずとそそり立った屹立の裏側に触れていると、こうしたら気持ちいいんだと教えるように恭平が手を添えてきた。それに従い竿の部分をしっかりと掴み上下に扱いてあげると、彼はせつない吐息を漏らしはじめる。

　気をよくした文乃は少しずつ扱きあげる速度を速めていくが、恭平はそれに対抗するかのように、文乃の陰部を指で弄ってきた。

　文乃は蜜口からどんどんと淫らな雫を垂らし、恭平の手を汚してしまう。

　しかし、もうそんなことを気にしている余裕などはなかった。

「はぁ……っん、……恭平、気持ちいい？」

「とても、いいです」

　どちらがより、相手の官能を高められるか。文乃は密かに勝負心を燃やしていたが、勝敗がつくまでに時間はかからなかった。

　恭平は、もう文乃の身体を知り尽くしている。

　彼の指が届くぎりぎりの場所に刺激が与えられると、快楽を受け止めることに必死になり、文乃の手の動きはおざなりになってしまう。

　すっかり行為に慣れた文乃の陰道は、彼の指を三本ものみ込んでいて、さらに親指の腹で、外側にある敏感な突起を嬲られると、一気に追い詰められていった。

「恭平、待って……あっ、それ。強くしたら……私、ん……ああっ」

　恭平の陰茎を握ったまま、文乃はあっさり果てた。

　指を引き抜かれた瞬間に、大量の淫水がしたたり落ちてシーツを汚した。文乃は脱力し、崩れ落ちる。

　うつ伏せになった文乃の尻を恭平が撫でてくる。だらしなく蜜口を弛緩させている淫らな姿を、恭平に見られていた。

　彼の獰猛な視線に、文乃はますます燃え上がる。

　羞恥心はどこかに隠れてしまい、身体はただ快楽だけを追い求める欲望の塊になっていた。

　恭平のいきり立った雄の部分を見つめながら、文乃は自分から尻を突き出す。

「これが欲しいんですか？」

「うん、欲しい……」

　早く、早く、と文乃は腰をくねらせる。

　恭平はすぐに避妊具を付け、ずぶりと一気に文乃の中に入ってきた。

「あっ、……ああ！」

　達したばかりの文乃の中は、彼を受け入れただけでまた痙攣がはじまる。ひくひくと淫靡な動きを続け、恭平の陰茎を締め付けながら、さらに奥へと誘いこむ。

　恭平はその誘いに乗るかのように、すぐに抽挿をはじめた。

「すみません。あまり余裕がなくて……あなたがいやらしくて、かわいいから」

「うん、激しくして。嬉しい、ひゃっ、……ああっ」

　途端に、動きが乱暴なくらい強いものになる。

　パン、パンと肌と肌がぶつかる音が響く。恭平は文乃の尻肉をなで回しながら、激しい腰使いで最奥を幾度となく穿ってきた。

「あっ、ああ……ひっ、……んんっ」

　結合部分から、頭のてっぺんめがけて、強い快感が一気に突き抜けていく。熱杭を深く押し込められるたびに、文乃の中から蜜が溢れてヌチュヌチュと音を立てていた。

「だめ、強すぎる、……ああっ、きもち……よすぎて」

　シーツを掴みながら、絶え間なく襲いかかる快楽をやりすごそうとしたが、恭平は手加減などしてくれない。片方の手が文乃のお腹に移動して、ぐっと押された。

「んっ、ああ！　それ、ああっん、待って……ああっ」

　圧迫されたことで、もう十分すぎるくらい感じている恭平の昂りを、より強く感じてしまう。こんな奥まで入り込んでいるのだと違う感覚で教え込まれ、文乃は混乱しながら、与えられる快感にのみ込まれていく。

「文乃……もっと乱れてください。ああ、俺の……」

「ふぁっ、……すごいよぅ、恭平……私、あんっ、ああ」

　達した時に襲ってくる波を、繰り返し感じ続けてしまう。ずっと快楽の頂にいる、そんな感覚だ。尻だけを突き出しながら、恭平が文乃の中で達するまで乱され、声がかれるほど喘ぎ続けた。
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　新婚生活最初の二週間は、同じようなタイムスケジュールで毎日が進んでいった。

　時間差で出勤し、夜は一緒に家で夕飯を食べる。最初文乃には、簡単な手伝いだけしか任せてもらえなかったが、毎日の攻防で少しずつできる家事が増えた。

　このままいけば頼ってばかりではなく、夫婦としてまともな関係になれるのではないか。文乃がそんな期待を抱きかけた頃、恭平の仕事が忙しくなってしまい、二人の生活は変化していく。

　この時期忙しくなることは前からわかっていたことだったが、予想以上に二人の時間を持つのが難しくなってしまった。

　ある日の場合は午後八時に一度帰宅し、食事の準備をしてからもう一度職場に行ったり、またある日は休日だというのに会社に行ってしまったりと、とにかく恭平の休息時間がまったくない。

　本人は平気だと言うが、いつか無理がたたるだろう。

　どうにか改善しなければと、文乃は焦りのような感情を持つようになった。

　そして、一人の時間に何かできることはないかと考え、以前から気になっていた挑戦をしてみたくなった。

　文乃は決意し、夕食をとるために戻ってきた恭平に、食事を終えたタイミングで話を切り出す。

「恭平……あのね、お願いがあるの。私、料理教室に通いたい」

　文乃は、イスに座ったままの恭平の元に近付き、用意しておいたパンフレットを差し出した。

「駅前にある料理教室で、あいている時間をうまく活用できそうなの」

「それは、趣味ではなく実用性を求めてのことですよね？　文乃との結婚許可をもらった時、飛鳥井の家にいる時と変わらない不自由ない生活を約束しているんです」

　予想はしていたが、恭平は難色を示す。

「趣味と実益両方よ。それに、昔から自由がなくて窮屈に思っていたこと、恭平も知ってるでしょ？　自分でやりたいと思った習い事をやるのも夢だった。もちろん、教室に通ったからってすぐに料理が上達するわけではないけれど……少しはマシになるはず」

「……」

　そこでようやく恭平がパンフレットを受け取ってくれた。レッスンの風景や、プログラムの説明、料金についてもしっかりと記載されているものだ。

「ああ……書店の隣にある施設ですか」

「そう！　ちょっと覗いたら、同世代の女性がたくさん通っているみたいだったわ」

　パンフレットに一通り目を通したらしい恭平が顔を上げたので、文乃は反応をうかがうべくじっと見つめた。すると彼はたちまち困った顔になる。

　これはきっと判断に迷っている顔だ。迷っているということは、賛成してもらえる可能性もある。文乃はどうにか彼を納得させようと必死になった。

「恭平は、私がやりたいことはなんでもやらせてくれると思ってた」

「それを言われると、だめと言いがたくなりますね」

「恭平が忙しい時に、ご飯くらい作って待っていられるようになりたいの。これ以上あなたの負担になりたくない……お願い！」

　座っている恭平と距離を縮めて、あと少しでキスができそうになるくらいまで近付く。「お願い！」を心の中で何度も繰り返しながら。

　すると恭平は、片手を文乃の首の後ろに伸ばしてきて、抱き寄せてきた。

「恭平？」

「……今すぐあなたを抱きたい」

　どこにそんなスイッチがあったのか。今はそんな雰囲気だったのだろうか。

　本気かどうかがわからず、戸惑いながら彼の肩にうずめていた顔を動かし、視線を斜め上にした。目が合うと、たちまち恭平の瞳に獰猛な情熱が宿っていく。

「すぐ会社に戻らなくてもいいでしょう？　……する？」

　絶倫夫の性欲を鎮めるのも、妻の立派な役割だ。

　この際、身体で籠絡して彼に要望を聞き届けてもらうのはどうだろうなどと、ずるいことを考えた文乃は、自分から彼を誘った。

　しかし恭平からは、返事の代わりに諦めのため息が返ってくる。

「名残惜しいですが早く戻らないと、梨田から苦情の電話がかかってきてしまいそうです」

「そっか……そんなに忙しいのね」

　恭平はゆっくりと文乃から身体を離して、しばらく何かを考え込むような仕草をしていた。料理教室について、結論が出るか待っていると、彼はまったく別のことを言い出す。

「うん……決めました。やはりしばらくの間は家事代行サービスを依頼します」

　文乃はそれを聞いて、がっくりと肩を落とす。

　家事代行サービスのことを以前から検討していたのは知っているが、文乃が料理をする必要がないと言われてしまったようなものだ。

「そうがっかりしないでください。これはあくまでも一時的な措置です。料理教室は、無理のない範囲でやるのなら、いいと思います」

「本当に？」

「俺は文乃を、窮屈な場所に閉じ込めておきたいわけではないので」

「恭平……大好き！　ありがとう」

　今度は文乃から腕を絡ませて、恭平に感謝のキスを贈った。

　あくまでも感謝の印として、頬や顎にちゅっと口付けをしていたのだが、繰り返すうちに濃厚なものに変化していく。

　副社長の梨田から呼び出しの電話がかかってくるまで、結局二人はずっとキスをしていた。
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　恭平は、一度決めたことは素早く対応する。翌日にはさっそく家事代行サービスの業者に依頼をしていた。

　数日後、派遣されてきたのは五十代の穏やかそうな女性だった。

　以来、文乃はホームキーパーが用意しておいてくれた食事を、温めるか簡単な調理だけして一人で食べることになった。恭平はほとんど会社で食事を済ませてしまって、職場以外ではなかなか顔を合わせることもない。

　それはあくまで期間限定であり、忙しい時期が終わればまた毎日一緒に食事ができるのだと説明されたが、長らく実家住まいだった文乃は寂しさを募らせていった。

　そんな中通いはじめた料理教室は、持て余した時間の有効活用にもなった。

　順にカリキュラムをこなしていくシステムなので、はじめは基礎からだ。ポテトグラタンなら、ホワイトソースを作るところからはじまり、麻婆豆腐なら、水切りの正しい手順から教えてくれる。市販の合わせ調味料は使わないから、少し得意な気分になれる。

　講師は優しく丁寧で、「こんなことも知らないの？」という態度は一切見せない。おかげで毎回、楽しい時間を過ごすことができる。

　しかし就寝のためにベッドに入ると、複雑な心情がおり混ざり、文乃の心を不安定にする。一人で眠るには、このベッドは広すぎるのだ。

　彼から言われているとおり二十三時の就寝を心がけてはいるが、一人ではなかなか寝付けない。まだ恭平は家に帰ってきてもいない。今頃、彼は何をしているのか考えてしまう。

「恭平……」

　そっと名を呼んでみても、もちろん返事はない。きっと、エナジードリンクを飲みながら仕事をしている頃だろう。わかっているのに、文乃はつい別のことを考えてしまう。

　──誰か、別の人と過ごしているのではないか。

　彼が自分で決めているらしい時間のルールがあるせいで、最近肌を合わせてすらいない。待ちに待った週末でさえ、文乃の体調が整わなかったり、恭平が急に仕事になってしまったりしたせいで、チャンスを逃してしまった。

　それまでの期間で、ベッドの上での彼の情熱を経験しているだけに、文乃はつい不安になってしまう。

　結婚の経緯はともかく約束は守る人だから、浮気願望を抱えているとは思えない。しかし、心と身体は別という可能性もある。

　なぜそんな考えに至ったかと言えば、文乃自身の身体が変化してしまったからだ。

　夜になると、恭平のことを考えただけでせつなくなる。

　この夜も、彼がどんな手つきで文乃を高め、快感を与えてくれたのか思い出しながら、自分の感じやすい場所に触れた。

　とてもふしだらな気持ちになる。でも、一度覚えてしまった慰めの行為はなかなかやめることができなかった。

　恭平には、こんな淫らなことをしているなんてとても言えない。呆れられるだろうか、それとも嫌悪されるだろうか。だめだと思うのに、手を止めることができないのだ。

「恭平……んんっ……はぁっ」

　彼の顔や引き締まった身体を思い浮かべながら、下着の中を自分でまさぐる。花芽を嬲りながら、そこを舐めてもらった時のことを思い出す。恭平はいつも、熱い吐息を吐き出しながら、丁寧に文乃を高めてくれる。

　文乃の限界が近付くと、舌を尖らせて刺激を強めてくれたり、口で吸い上げてくれたりもする。

「はぁ……、んぁあ……」

　目を閉じてうつ伏せ気味になって身を捩ると、片方の胸の先端がシーツに擦れて気持ちがいい。

　自慰行為で達するには、陰核を弄るのが簡単だということを学んでしまった。

「ああっ、……んっ」

　恭平なら、もっとすごいことをしてくれる。たとえば、陰核への刺激を続けたまま、指で中を探られたのなら、文乃はあっという間に達してしまうだろう。今は何の刺激も与えられない蜜口が、そして奥が、ひくひくとせつなく蠢く。

　恭平が欲しい。中を早く満たして欲しい。ずぶりと奥まで一気に挿入された時の、真っ白になるようなあの感覚が欲しくてたまらない。

「……恭平、……きょう、へい、……んん、ああ……イクっ」

　恭平の太くて熱い竿で、中を激しく穿たれる想像をしながら、文乃は達した。

　絶頂の余韻と共に、はぁとせつない吐息を吐き出す。恭平がしてくれるような、激しさを自分では再現できなくて、もどかしいのだ。

　生まれて二十五年、しなくても平気でいられたことが、恭平と結婚してからは平気ではいられなくなってしまったのだ。

（私だけなんて……おかしい……）

　文乃は恭平の手によって造り替えられてしまったかのように、快楽を欲する身体になってしまった。

　それなのに、原因となった恭平が求めてくれないのは寂しい。しかも彼は忙しくなるまで、文乃が困惑するほど肌を合わせることに熱心だった。

　自分の都合で婚姻関係を結ばせてしまったし、あまり好かれている自信がないけれど、自分に欲情してくれる恭平を前にした時だけは、後ろめたさや不安から解放される。

　彼が行為に対して熱心で、荒々しい部分を見せてくれることが嬉しかった。でもそれがなくなってしまうと、また自信のない文乃に戻ってしまう。

（飽きられてなんか、ないよね？）

　最近文乃の中で気になってしかたがないのは、倉持の存在だ。

　以前に増して、恭平との距離が近い気がしてならない。ふとした瞬間、職場で恭平の姿を探すと、倉持と二人で話している姿を目撃するようになった。

　倉持は今、恭平自身も参加しているプロジェクトに携わっているのだから、二人が業務内容について話をしているのは当然なのだが、嫉妬心がどうしても消せない。

　彼女に劣等感も抱いている。自分がお荷物であるという自覚があるからだ。

　社内で倉持の仕事に関する評価が高いのは事実で、それだけでなくランチは弁当を持参するなど、家庭的な一面を見せていることも知っている。

　倉持なら、恭平の仕事を直接手伝い、彼の負担を軽減させてあげられるのだろう。

　そして二人きりではないにしても、今、文乃がベッドの冷たさを感じている間にも、恭平と倉持は一緒にいるのだ。

（私……どうして、こんなこと考えてしまうんだろう）

　結婚してからずっと優しくて、もしかして自分で思っているより愛されているのかもしれないなんて思いはじめていたのに……。最近、やはりそれは勘違いなのではないかと、不安が増している。

　

　翌朝文乃が目を覚ましたのは、アラームがなる起床時刻の五分前だった。その時、隣に恭平の姿はなかった。

　シーツの冷たさから、彼は先に起きたわけではなく、一晩中そこにいなかったように思えた。

　家の中は静まり返っていて、外から鳥の鳴き声がするだけ。文乃は慌てて起き上がり、リビングへと足を運ぶ。

「恭平……こんなところで……」

　リビングのソファーに横たわる恭平を見つけた時、まず帰宅していたことへの安堵の心が芽生える。

　しかし、この事態は安堵していいものではないとすぐに思い直した。

　文乃が声を発すると、恭平はすぐに目を開けた。疲れを滲ませながら不思議そうに文乃を見つめてきたその顔は、自分の状況がのみ込めていない様子だ。

「もう朝ですか？」

「そう。七時前だからまだ大丈夫。……いったい何時に帰ってきたの？」

「明け方……四時すぎくらいですね。会社で仮眠しようかと思いましたが……あなたの顔が見たくて戻ってきました」

　それなのに、着替えてベッドに入る前に力尽きてここで眠ってしまったのだろう。それくらい、恭平は疲れているのだ。

「今回、そんなに忙しいの？」

「……ああ、……ええ、そうですね。とても忙しいです」

　この時、恭平は一瞬間をあけて目を逸らしながら応えた。その時点で湧いたのは、文乃も自覚できないほどの小さな疑念だ。彼にしては珍しい仕草……その程度の違和感だった。

　しかしそれよりも、料理教室で習ったことを披露するチャンスがやってきたことに気持ちが向く。

「朝食は私が作るから、恭平はシャワーを浴びてきて」

「いや、でも……」

「でもじゃなくて！　私だって成長した姿を見せたいの、ね？　いいでしょう？」

　自分が、と言いかけた恭平を遮って、文乃は強気で主張した。すると恭平も、わかりましたとにこやかに頷いてくれた。

　恭平がシャワーを浴びている間に、張り切ってキッチンに立つ。

　コーヒーはボタンを押すだけだし、トーストとヨーグルトは料理と言っていいかわからない。しかし、それにトマトと卵の炒めものをプラスできたのは大きな進歩だった。

　シャワーを浴びて戻ってきた恭平に、得意げになって料理を出す。

　彼が炒めものがおいしいと言ってくれたので、この日の文乃は一気に上機嫌になった。

　

　文乃が感心してしまうのは、多忙なエンジニアチームのストイックさだ。恭平と梨田のトップ二人がそうだから牽引されてしまっているのか、残業続きだというのに誰一人疲れたと愚痴を吐くことがない。

　恭平も家では疲労感を見せていたのに、職場では普段通りだ。

　皆、超人のようだが、そんなに残業ばかりで会社は大丈夫なのだろうかと心配にもなる。

　恭平は経営者だ。一時的とはいえ、従業員に残業ばかりさせては、彼の手腕が問われることになるだろう。事業は拡大して注目されている状況ではなおさらだった。

　もっとも、文乃が考えているような問題について、恭平や梨田が何も考えていないはずがない。だから、もちろん意見などしない。

　今の文乃にできることは、自分が担当している仕事でミスをして、彼らに迷惑をかけないように心がけること。そして、プライベートでわがままを言って煩わせることがないようにし、少しでも負担をかけないようにすることだ。

　文乃はこの日もいつも通りの業務をこなし、大きなミスもなく作業も順調だったので、定時で帰宅することにした。

　自分のデスクから離れ、ロッカールームへ行こうとしたところで、システムエンジニアの女性社員、山やま口ぐちが話しかけてきた。

「飛鳥井さん、今帰り？　お疲れさま」

「はい。山口さんは残業ですか？」

　彼女は文乃より年齢が六つ上で、この会社の立ち上げ直後から働いているベテラン社員だ。ちょうど化粧室からオフィスに戻るところだったらしい。

「そうね、あと少しやっていかないと。それより飛鳥井さん、最近駅前の料理教室に通ってるの？」

　問われ、隠すようなことでもないと文乃はすぐに肯定した。

「そうなんです。今まで料理をほとんどしたことがなかったので、少しでもできるようにならないとなって思ったんです」

「やっぱり？　昨日通りかかった時に見かけたのよ。週に何回行ってるの？」

　どうやら山口は料理教室に興味があるらしい。彼女はとても優秀なエンジニアだが、私生活がズボラらしい。そのせいで婚活がうまくいかないから改善したいと、以前愚痴を零していた。

　文乃にとっての山口は、付き合いやすい先輩なので、彼女と同じ教室に通うのも楽しそうだと話を弾ませる。

「チケット制なので決まってないんですが、今は時間がある時に週三くらいで予約してます。でも不定期でもいいみたいですよ」

「そうなんだ。週一でもいいなら通えないこともないわね。近いうちに、見に行ってみるわ」

　山口はやる気を見せるが、そこでふと疑問が湧く。

「でも今そちらのチーム、すごく忙しいんじゃないですか？」

「忙しいけど、昔みたいに夜中までとかはないし、早く帰れる時もあるわよ。昨日も一時間しか残業してないし。今月より、先月のほうが忙しかったかも。納品したシステムがトラブル続きだったからね」

「そうなんですか。……大きな案件だって聞いていたから、てっきり皆さん夜中まで残業しているのかと思っていました」

　平静を装ってみたが、文乃の心には穏やかではない感情が渦巻きはじめた。

　山口が今回の案件に関わっていることは、業務内容が違う文乃にもわかっている。彼女は今回のプロジェクトのリーダーだ。そして責任感の強い彼女が、後輩に任せて自分だけ帰宅する日々を送ることはない。

「みんな、それなりに都合付けて帰ってるのよ」

　彼女が嘘を言っていないのはわかる。昨日、実際に文乃は午後六時半から八時半までの間、料理教室にいた。会社から駅に向かうまでの道のりにあるのだから、少しだけ残業して帰り道に偶然見かけたという説明は何らおかしくない。

　そもそも残業をしているのに、していないという嘘を文乃に吐く必要が彼女にはなかった。

　だったら、おかしいのは恭平ということになる。

（どういう……こと？）

　恭平が連日夜中まで帰ってこない理由は、なんなのか。仕事以外の理由があるとして、まさか嘘を吐かれているのだろうか？

　今すぐオフィスに戻って、恭平を問い詰めたい気持ちになったが、二人の結婚はまだ秘密にしておくという約束だ。それなのに、わざわざ恭平を呼び出したら、周囲に怪しまれてしまう。

　なにより行動自体が子供じみていると、嫌われてしまうのが怖かった。

　だから文乃には、どうにか笑顔を取り繕い、山口に別れの挨拶をしてから、まっすぐ家に帰る選択しかとることができなかった。
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　その晩も、恭平は深夜まで戻らなかった。

　途中、「遅くなるから一人で食事をとるように」という連絡だけが入る。文乃はそれに「わかりました」と一言だけ入力して返信した。

　昨日までだったら、「仕事頑張ってね」とか「無理しないでね」という言葉も添えていたが、今日はとてもそんな気分にはなれなかった。

　無視をしたら、彼から無事を確認する連絡がくることがわかっていたから、ちゃんと返事をした。

　それだけで自分を褒めてあげたいほど、気分はどん底だ。

　食事は味気なく感じ、食べきることができない。恭平や明日も来てくれるはずのホームキーパーの女性に気付かれないよう、食べたふりをして残ったものは処分した。

　風呂に入って、一度はベッドに横になってみたが、どうにも寝付けない。

　今、恭平は誰と何をしているのだろう。よくない思考を続けてしまう。

　気分を紛らわそうとリビングに戻って、映画の視聴をはじめた。眠気が吹き飛んでしまうようなアクションやホラー映画は避けて、少し古いロードムービーを選択する。

　そこから約二時間。日付が変わっても眠くはならないし、映画にのめり込むこともできない。

　玄関先でもの音がしたのは、映画のエンドロールが流れはじめた頃だった。

「……なぜ、起きているんですか？」

　文乃が出迎えることもなくソファーに座って佇んでいると、リビングに入ってきた恭平が驚き、夜更かしを咎めるような声を上げた。

「眠れない夜も、たまにはあるの」

　文乃は視線を合わせず、膝を抱えてそっけなく答える。

　すると恭平は、すぐに文乃の隣に腰を掛けて、額のあたりに手を伸ばしてきた。

「具合でも悪いんですか？　だったらなおさら、早く眠ったほうがいい」

「体調は悪くないよ。熱もない」

「ではどうしたんですか？　いやなことでもありましたか？」

　うつむき、目を逸らし続けていた文乃だが、恭平はそれを許さず、強制的に上を向かされる。

　その瞳はまっすぐ自分に向けられているのに、不安は消えてくれない。

「……恭平、浮気しないでね」

「……何を言い出すんですか？　ありえないことを」

　文乃が突然言い出したことに、驚きの表情を浮かべた。そして、疑われたことが心外だとでも言いたげに眉を寄せた。

　嘘を吐いているでしょう。もうバレてるよ。──そう口にしてしまおうか悩んだが、途端に恐怖が襲ってくる。

　恭平は優しい。それなのに彼のことが信じられなくなっている自分に驚く。

　真実を暴いたら、今までの彼が口にしなかったような言葉で言い返されるのではないかと、想像してしまうのだ。「本当は結婚なんてしたくなかったのに」などと言われてしまったらどうすればいいのだろう。

　捨てられるくらいなら黙っていたほうがいいのではないかと、ひたすら自己保身の思考回路に傾いてしまう。

　そうして文乃はごまかすように、エンドロールが流れる画面を指さした。

「その映画……」

「映画？」

「うん、今見ていた映画。出てくるヒーローが浮気男だったの」

「……それはがっかりしたでしょうね」

　なんだ、と恭平はくすりと笑った。そこに安堵の気持ちも隠れているような気がするのは疑いすぎだろうか。

「ほら、もう遅いですよ。寝室に行きましょう」

　恭平はそう促し、立ち上がろうとする。

　文乃はそれを引き止めるように、まだ解いていなかった彼のネクタイを引っ張った。

「……文乃？」

「ねえ恭平、キスして」

　ねだっておいて、有無を言わせず自分から口付けをした。彼をソファーに押しとどめて、無遠慮に唇を奪う。

　強く押し付け、舌でこじ開けて彼の口の中を貪ると、恭平が文乃の後頭部に手を回してきた。

　うっすら目を開けると、彼もうっとりとした表情で文乃を見つめてくれる。

　もっと彼のこういう顔を引き出したい。もっと夢中になって欲しい。ずっと自分だけを見ていて欲しい。……そんな気持ちで、文乃は恭平の服を脱がせていく。

　ネクタイを解いて、シャツのボタンを外して……露わになった首筋を、文乃はきつく吸い上げた。そこから服を乱して、胸に口付けてみるが、恭平はいいともいやだとも言わない。

　上目遣いに表情を確認すると、彼は文乃の積極的な行為に戸惑いつつわずかに頬を赤く染めていたので、嫌がっていないのだとわかる。

　文乃はいつも彼が自分にそうしてくれているのをまねて、恭平の胸のあたりを舐めていると、呼吸が乱れはじめた。肺の動きが胸に伝わってくる。

　相手を翻弄してやりたくて、文乃は彼の腰のベルトに手をかけた。

「文乃、もう時間が遅いので……」

　そこではじめて、恭平から制止の言葉がかかる。

「でも恭平、……興奮してる」

　彼のそこは、触れなくてもわかるくらい硬くなっていた。止められても気にせず手を伸ばし、言葉とは裏腹の状態になっている昂りを外に開放してあげ、そっと握る。

「文乃……やめ」

「恭平は、私としたくないの？」

「いえ……でも時間が。いや、だったらせめて寝室で」

「だめ」

　時間や場所など、関係ない。理性を吹き飛ばすくらい求めて欲しい。

　文乃は恭平の興奮を引き出したかった。ソファーから滑るように降りて、床に膝をつくと、躊躇せず彼の昂りに顔を寄せ口付けた。

　口淫ははじめてだ。恭平から「して欲しい」と言われたことがなかったから。

（恭平のものなら、いやじゃない）

　それはとても不思議な気分だ。おいしいわけではないのに、口に含むと興奮してやみつきになる。舌を尖らせて裏側を舐めたあと、大きく口を広げて先端からのみ込む。

　唇をすぼめて、上下に動かすとピクッと恭平の昂りが痙攣していた。

「ふ……文、乃。こんなこと、あなたはしなくていい……」

　拒絶を口にする恭平だが、その言葉は説得力がないほど熱い吐息と共に漏れ出ている。無視をして行為を続けていても、引き剥がしてこようともしない。

　恭平は、喜んでいるのだ。

　唾液を絡ませ滑りをよくすると、じゅぶじゅぶと卑猥な音が響く。恭平は吐息を吐き出したのに合わせるかのように、竿をびくびくと震わせている。唾液の中に苦いものが混じる。

　文乃自身は、まだ彼に触れられてすらいない。なのに、この熱く硬い杭が自分の中に入ってきた時のことを思い出し、身体を疼かせた。

「恭平……私、もう欲しいよ……」

　拙い文乃の行為で恭平を導いてあげることは難しく、それより先に我慢の限界がきてしまった。

　口から昂りを取り出すと、唾液にまみれたそれがなんともいやらしく、文乃をさらに衝動に駆り立てた。

　羞恥心を捨て、恭平の目の前で、彼の視線を感じながら着ていた衣服を全部脱ぎ捨てる。そして座っていた彼に跨がって、自分から蜜壺を開き、先端を押し当てた。

「んんっ……いいよね？」

　このまま迎え入れるために、腰を落とそうとした瞬間、恭平が今度こそきっぱりと行為を止めてきた。

「待ってください。避妊を……」

　文乃の腰をしっかりと押さえ、それ以上を許してくれない。恭平には、もう理性と自制が戻っていた。

「……私達、夫婦だよ。どうしてだめなの？」

　燃えるように、自由に求めても罪ではないはず。祈るような気持ちで、文乃は問いかけた。

「まだ結婚したばかりですし、お披露目すらできていないので。……でも望んでないわけではないんです」

「……そうね、わかってる。うん……もういい。無理強いしてごめんなさい」

　文乃はそのまま服をかき集め、逃げるように一人で寝室に向かう。一方通行の行為をしようとした自分が恥ずかしくて、消えてしまいたい。

　わかってるなんて嘘だ。何ひとつ彼のことがわからない。

　どうして残業なんて嘘を吐いているのか。どうして、頑なに避妊をするのか。

　今となっては、職場で公表しない理由もわからない。

　今抱えている大きな仕事が終わったら、と言っていたが、そのクライアントは文乃の父が経営する飛鳥井グループと対立しているような企業ではなかった。秘密にする理由なんて、あるのだろうか。

　本当は結婚がいやだったのならわかるが、直接的にそういう態度を取られていない。だから余計混乱するのだ。

　期待と不安が折り混ざって、彼の些細な言動が気になってしまう。

　

　恭平が寝室に入ってきたのは、それからしばらくたってからだった。ふんわりと石鹸の香りがしたので、風呂に入っていたのだとわかる。

「文乃……もう寝てしまいましたか？」

　小さな声で呼びかけられたが、文乃は寝たふりをしてごまかした。

　直後、ベッドのマットレスが傾いて、恭平のぬくもりを感じる。

「……もう少しだけ、待っていてください」

　彼は背を向けたまま寝たふりを続ける文乃の耳元で、囁いた。そのまま手を伸ばしてきて、文乃の身体を守るように労るように腕で囲ってくる。

　どうして、彼は宝物のように優しく抱きしめてくれるのだろう。

　

　──信じたい。でも彼は何かを隠している。






６








　翌朝、多少の気まずさはあったが、二人は同じテーブルを囲んで朝食をとり別々に会社へ向かった。先に恭平を送り出す時、視線は合わせられなかったが。でも、嫌われたくない文乃は、いつも通りのキスを贈る。

　その日、文乃は会社帰りに料理教室に立ち寄った。

　今日はマフィン作りだ。前回と同じように六時半から講座がはじまり、午後八時半頃に終了し帰路に向かう。

　途中、オフィスがある建物の前を通りかかるので上を見上げる。まだ、オフィスには誰か残っているようで、しっかりと照明が灯されていた。

　遅くまで残っている人がいる。それに安堵する一方で、猜疑心も拭えない。今、誰がそこにいるのだろうと。

　ちょうど手元には、料理教室のパンフレットと作ったばかりのマフィンがある。

　これを山口に渡すという口実を思いついて、文乃はオフィスのある建物の玄関をくぐった。

　エレベーターで五階フロアまでやってきたが、人体感知機能の付いている廊下の照明は暗い。

　文乃が一歩足を踏み出すとすぐに周辺の照明が点灯したが、いつもの賑やかな職場の雰囲気とは違う。人の出入りがかなり少ないことがわかった。

　最初に明かりのついていたメインフロアに足を運んだが、誰もいないようだ。プロジェクトに関わっているメンバーが残業をしているのなら、そこにいるはずなのに。

　文乃は訝しみながら、ほかの部屋を見て回る。

　三つあるミーティングルームのうち、手前の二つは無人だった。だが、三つ目の一番小さいミーティングルームのドアの隙間からは、明かりが漏れ出ていた。

　近付くと、人の声が聞こえてくる。

　何を言っているか会話までは聞き取れないが、男女の声だということはわかる。そして、男性のほうは耳に馴染んでいる恭平のものだということも。

　ほかに多くの人の声は聞こえてこない。密室で、残業のふりをして、恭平は今女性と二人きりで秘密の時間を過ごしているのか。

　自分はもしかしたら、見てはいけない現場にのこのこ出向いてしまったのかもしれない。

　文乃の緊張は高まり、いやな汗を滲ませる。

　それでも、ここまでやって来てしまったからには、真実を確認せずにはいられなかった。

　扉に耳を近付け、会話の内容を聞こうとした時、女性の声が大きくなる。

『高塚くん、どうして？』

（──倉持さん？）

　そこにいる会話の相手は、倉持だとわかった。その事実は、文乃に嫌悪感をもたらすが、納得してしまう部分もある。もしこのまま、二人の親密な会話を聞かされてしまったらどうしよう。

　今すぐ突入すべきか、迷いながらドアノブに手をかけたところで、また倉持らしき人の声が聞こえてくる。

『やめて誤解よ。やめて、……あっ、違うの！　きゃあっ』

　中で揉め事でも起きているのか、最後には悲鳴のような声が上がった。どん、と何かぶつかったような音もした。

　何が起きているのかわからず、文乃は衝動的に扉を開いた。

　その部屋はイスが四脚しか置いていない、一番小さい会議室だ。開けた扉とは向かいにある壁だって、そう距離はない。

　予想した二人の人物は、その向かい側の壁にいた。他人としてはあまりに近すぎる距離で。

「え……？」

　文乃は、呆然とする。

　恭平がすぐそこで、倉持の身体を壁に押し付けて迫っていた。彼は倉持の手を、壁に縫いとめるようにしながら、しっかりと掴んでいる。

　これからキスでもはじめるのかという体勢だ。

　二人はすぐに、予期せぬ侵入者となった文乃に気付いたが、顔だけこちらに向けて離れようともしない。

「文乃……どうしてここへ？」

　珍しく恭平が焦っていた。それが動かぬ証拠のように思えて、文乃は冷静でいられなくなる。

　なぜ二人はいつまでも密着しているのだろう。これは、見せつけられているのだろうか？

　言いたいことはたくさんある。でもうまく言葉にならなくて、文乃は持っていたマフィンを袋ごと恭平めがけて投げつけた。

　しかし、マフィンの袋は恭平のいる場所まで届かず、無惨にも床に落ちていった。あと一歩の距離。憐れなマフィンがまるで自分を表しているようで、泣きたくなる。

「文乃……食べものを粗末にしないでください」

「今、恭平にはほかに言うべきことがあると思うけど……」

「……いや、これは」　

「いいよ、もう。……おじゃましてごめんなさい。どうぞごゆっくり」

　目の奥がつんと痛くなった。ここで泣き出さなかったのは、倉持に対しての意地だ。みっともない醜態を晒して、見下されたくはないから。

　しかし、冷静でいられるわけもなく、限界が来る前に背を向けて逃げ出した。

（なんなの？　あれは……）

　つかつかと、今歩いてきた廊下を早足で戻っていく。

　あれが何か不用意な事故だったのなら、すぐに手を離せばよかった。しかし、恭平はそれをしなかった。しかも倉持ではなく、恭平が相手に迫っている状況に見えた。絶対に離したくないというような力強さで、倉持の手を握りしめていたのだ。

　文乃はエレベーターを待っている時間が惜しくて階段を駆け下りていったが、誰かが追いかけてくる気配すらない。

（言い訳くらい、してくれたらよかったのに……）

　握りしめたこぶしが、じんじんと痺れている。

　社屋を出た文乃は、マンションには戻る気になれなかったので、そのまま駅に向かった。

　しかし、ほとんど電車に乗ったことがない文乃は、どこへ向かえばいいのかわからなくなる。

　実家に連絡したら、もちろんすぐに迎えにきてくれるだろう。でも、それをしたら恭平との関係は間違いなく終わる。

　あの場から逃げ出してきたものの、文乃の心の中には彼への未練しかない。

　自分のたったひとつの逃げ場所が恭平だったというのに、それを失ってしまったら、これからどうしていけばいいのだろう。

　急に、外の世界に一人で放り出された気分になり、孤独がどっと襲う。嘘を吐かれていた悔しさと、裏切られていたかもしれないというやるせなさ、広くもない小さな心にいろいろな感情が渦巻いて、破裂してしまいそうになっていた。
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　人生最悪の瞬間とはこのことを指すのだろうか。

「あら、お気の毒さま」

　文乃が去ったミーティングルームで、倉持が恭平を嘲笑ってくる。

　負け惜しみだとわかっていたが、それでも恭平の気分は最悪だった。すべてを放り出してしまいたい衝動で、じわりと汗が滲む。

　最近発生していた、いくつかの受注したシステムの不具合。企業の信頼性を失墜しかねない問題は一見担当者のミスのようだったが、恭平は、意図的に仕組まれたものではないかと疑った。

　そこで梨田と二人で極秘に犯人を探しながら、開発中のシステムについても夜中に二人で解析を行っていた。

　ダミーの情報を流して、社員の反応や行動を監視するのは、はっきり言って気分のよくない日々だった。しかし、確実に疑わしい人物は絞られていき、今日ようやく犯人に辿り着くことができた。

　今、倉持が握りしめている手の中には「証拠」があって、それを恭平が取り押さえている状態だ。彼女の目的の一番は、情報を盗むことだった。その証拠ごと倉持を逃すわけにはいかない。

　恭平は倉持を忌々しく睨みながら、片手で倉持と証拠を取り押さえたまま、上着からスマホを取り出した。

「──梨田。すぐに来てくれ」

　倉持を油断させるために「夜食を買いに行く」という名目で席を外した相棒を呼び出す。待っている時間は、無駄に長く感じた。

　不愉快なのは、開き直った倉持が腹いせに言葉で攻撃してくることだった。

「やっぱりあの子が高塚くんの特別だったのね。探りを入れた時反応が鈍かったから騙されたわ。……弱点だってわかっていたら利用させてもらえたのに、残念」

「そういう可能性を考えて、黙っていたんだ。薄汚い人間を近付けさせないために」

　恭平は、汚物を見るような視線を倉持に向け、黙らせる。

　文乃は彼女のように汚くない。今、文乃に話しておかなかったことを後悔する気持ちはあったが、倉持の態度を見て、やはり自分の判断は間違っていなかったとも思えた。

　仲間を常に疑い続けると、神経がすり減る。会社のどこかに裏切り者がいる。ずっとそんなことを考えながら仕事をする状態に、大切な彼女を置いてはおけない。

　会社を大きくすることと、文乃にとって過ごしやすい環境を整えることの両立はかなり難しい。

　倉持についても、ライバル会社での勤務経験は大学卒業後のわずか一年だった。大学時代の仲間だったということも、油断した原因だ。

　まさか、ずっとライバル会社と繋がっていたとは。

　文乃のことを考えると、いてもたってもいられない。もしかしたら泣いているかもしれない。一分、一秒がやたらと長く感じる。

　恭平の苛立ちが限界に達するぎりぎりのところで、ようやく梨田が姿を現した。

「──恭平、お待たせ」

「文乃に目撃されてしまった」

「え？　……それで文乃ちゃんは？　俺、探しに行こうか」

「居場所はすぐにわかるから、とにかく後始末を代わってくれ」

　文乃のことをほかの男に任せるなんて考えられない恭平は、倉持の件を梨田に押し付けて、すぐに外へ向かった。

　

　文乃の居場所はわかる。

　大企業の一人娘という立場なので、彼女は基本的なセキュリティーを当たり前のように受け入れているからだ。

　位置情報をスマホで確認すると、今、彼女は駅に向かって歩いているところだった。

　おそらくまだ、電車には乗っていない。引き止めるために電話をかけながら、恭平は駅に向かって走り出した。

　コールを繰り返すと、通話がはじまる。文乃は何も声を発しないが、電車のアナウンスの音が聞こえてきた。

「文乃、お願いですから戻ってください」

『少し、一人にしておいて。一晩で戻るから。友達の家に行く』

「駅ですよね？　電車には乗らないでください」

『もう位置情報を検索しないで！　電源切るわよ？』

「まさか、ＧＰＳがスマホにしかないと思わないでくださいね」

『そんなに必死に追わなくても、もう無理しなくてもいいよ……』

　返ってきた文乃の声は弱々しい。

　本当なら、こういう時冷静になる時間も必要なのだろう。

　しかし、自分達にそれは許されない。もし、彼女の両親に夫婦げんかで家を出たことが知られたら、文乃は連れ戻されてしまうから。

「よくありません。何があっても離れたくないので、そこにいてください」

『どうして？　私のことなんて別に好きじゃないでしょ？　義務で結婚してくれたんでしょう？』

「違います。義務で結婚なんてしません」

『じゃあ、どうして結婚を承諾したの？』

「直接伝えますからあと三分、このまま電話を切らないで、お願いですからそこで待っていてください」

　恭平は、まだ人通りの多い駅前の歩道を、全力で走り出す。スーツを着た男が疾走する姿は、行き交う人には奇妙な光景に映っただろう。しかし、今の恭平は他人の視線など気にしていられない。少しでも早く……手遅れになる前に、彼女の元に辿り着かなくては。

　息を切らしながら駅に到着し、ホームに駆け上がって文乃の姿を探す。

　ホームには電車が到着していたが、彼女はそれを見送ってくれた。スマホのスピーカーに耳を当てたままだ。きっと今、雑音ばかりが聞こえていただろう。それでも恭平の願いを律儀に聞き届けてくれた。

　恭平はスマホを離して、まだ気付いていない文乃の背中に向かって、直接声を届ける。

「あなたが好きだからです。離れたくないので、どこにも行かないでください」
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　その言葉を聞いた時、文乃はまず自分の耳を疑った。願望が作り出した幻聴なのだと。

　しかし振り返ると恭平がいて、今ありえない告白をしてきたのは本当に彼だったことがわかる。

「嘘！　恭平は、嘘を吐いてる。昔から私のこと嫌いだったじゃない。私だけが一方的に好きで……でもあなたは負い目があるからいつも言うことを聞いてくれて……恭平の人生をふりまわして、悪かったって思ってるけど……でも」

「嫌い？」

「金魚の糞みたいにくっついて回って、さぞ煩わしかっただろうなって……」

「そんな子どもの頃の話、いまさら持ち出さないでください」

「でもそのあとも、……あなたは、私を置いて出ていってしまったじゃない」

　使用人なんてまっぴらだと、彼はきっぱりそう言っていた。しかも大学卒業を待たずにだ。

「あの時すでに、気持ちは文乃にしかありませんでした。家を出たのもそれが理由です」

「……いつから私のことが好きなの？」

　信じられない文乃は、恭平に疑いの眼差しを向けた。この場を収めるためのごまかしでないのなら、具体的なことを言えるはずだ。

「ずっと前からとだけ、理解していただければ」

「ずっと前って、いつなの」

「ずっと前は、ずっと前です」

「じゃあなんで、高塚の家を出ていってしまったの？　飛鳥井から解放されたかったんでしょう？」

「使用人との結婚なんて、文乃のご両親が認めてくれるはずないですから」

「……え？」

「さらに言うなら、いくら一流企業に就職してうまくいったとしても、トップにのし上がる頃にはいい年になってしまいます。ああ、そうだ途中で医師を目指そうかとも考えましたが、勤務医で納得してもらえると思えなかったので、その選択肢は消しました。あとはもう、なるべくはやく自分で会社を立ち上げて、成り上がるしかありませんでした」

「……恭平？」

「不埒な感情を持っていると知られたら接触できなくなるので、ひた隠しにしてきました。まだ数年は猶予があると思っていたら、いつの間にかあなたと知らない男の見合いがセッティングされていて、あの時は内心怒り狂ってましたよ。……やはり父には勘付かれていたのでしょう。情報が何も入ってきませんでしたから」

「ごめんなさい……私、あなたの言ってることがあまり理解できてないみたい。義郎が？　何に勘付いていたの？」

「俺がいつか、あなたをさらうかもしれないと」

「私、自分の意志で強引に結婚を申し込んだのよ？」

「でも、もしほかの男とお見合いをしていたら、俺はきっとあなたを奪っていました」

　それは、まあまあ好きとか、ちゃんと女として見ているとか、そういうレベルを一気に飛び越えた告白をされた気がしてしまう。恭平の人生に文乃が関わっていたのは、今回の結婚だけではないように聞こえる。

「いまさらなんですよ。……もうずっと前から、あなたのために人生を捧げています。おわかりいただけますか？　お嬢様」

　文乃はぐいぐいと迫ってくるその圧に負け、こくりと頷いた。まだ思考が追いついていないが、彼の言葉を肯定しないと、こんな場所で今にもキスされてしまいそうだったから。

　今、ここで呼び名を変えるのは卑怯だ。

　名前で呼ばれることをあれだけ喜んでいたのに、その敬称も特別なものに感じてしまった。

　人生を捧げていると彼が言ったから。親同士の関係や生まれなどどうでもよく、文乃個人に服従しているのだとそういう意味に聞こえる。

「あ、待って……あの、さっきのは？　その……倉持さんのこと」

　恭平はもうすべて解決したような勢いだが、一番重要なことが何もわかっていない。

　想像以上にスケールの大きな告白を聞かされ、すっかり忘れていたが、倉持とのことを思い出すとやはり腹立たしい気持ちが復活する。

「しばらく前から、梨田と二人で産業スパイを探していました。さっき文乃が目撃したのは、その犯人と証拠を取り押さえていたところです」

「それは……犯人が、倉持さんということ？」

「そうです。今回請け負った仕事は絶対に失敗できなかったので、梨田と二人で夜中にデータを解析しながら犯人探しをしていました。ようやく問題が解決しそうなので、文乃との結婚を公表できます」

「じゃあ、深夜まで仕事をしてたのも、嘘じゃなかったということ？　もしかして、結婚したことを秘密にしたかったのもそのせいなの？」

「そうですね。敵に対して、自分の特別を晒したくなかっただけです。弱みを見せたくなかった。結婚を決めた時は、まだ犯人が特定できていませんでした。もしあなたと仲良くしている社員だったら……」

　途端に、恭平の醸し出す雰囲気が怪しくなる。

「もし……仲良くしてる社員だったらどうしたの？」

　文乃はおそるおそる訪ねた。「人知れず始末します」とでも言い出しかねない空気だった。

「いや……文乃が傷つくだろうなと。あなたと距離がある人間でよかったです。会社に損害を与える人間を許したくはないので、躊躇せずに制裁できますから」

「……最初から話してくれればよかったのに」

　恭平が努力して大きくしていった会社だ。そして、そこは自分の大切な場所でもある。許せない気持ちは、文乃だって同じだ。

「煩わしいことすべて、あなたの耳にも入れたくありません」

「でも、知らされず不安になることもあるの。私だって、何かおかしいって気付くこともあるのよ。……これからは、ちゃんと話してね？」

「わかりました。……約束……します」

　どうも歯切れが悪く、不本意な約束をさせられているという態度が気に入らず、文乃は念を押した。

「本当に？　約束よ？」

「……約束します。だから一緒に家に帰ってくれますか？」

　恭平は、文乃に手を差し出してきた。仲直りの握手を求めるように。

　その手を見た瞬間、一度は落ち着いていた文乃の涙腺が、またつんと痛くなった。

（あれ……？）

　気付けば、ぽたぽたと熱い涙が零れはじめる。さっきまで心を支配していたものとはまったく別の感情が溢れていた。これは安堵の涙だ。

　明日にはもう、恭平と一緒にいることができないかもしれない。この結婚は無理だったと、そう言われてしまうかもしれないと思いかけていたから。

　文乃の涙を見た途端、恭平が困り顔になる。

「……頼むから、泣かないでください」

「悲しくて泣いてるわけじゃないの」

　文乃は、泣きながら精一杯笑ってみせる。くしゃくしゃになっているだろうその笑顔は、今まで彼に見せた中で一番不細工な表情かもしれない。それでもかまわなかった。

「あなたと帰る……ずっと一緒にいてね」

　そう返事をすると、恭平にぎゅっと抱きしめられた。スーツを涙で汚してしまうかもしれないのに、恭平はためらわずその胸を貸してくれる。

　そういえば彼の服からわずかに香る、フゼアの香りを意識しなくなったのはいつ頃からだろうか。それが家にあるリネンウォーターのものだということを今は知っているし、きっともう文乃自身も同じ香りを纏っている。
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　二人がマンションに戻ると、恭平の元に梨田からの電話がかかってきた。

　おそらく倉持に関することなのだろうが、恭平は「任せる」と「じゃまをするな」を繰り返し、最終的にはスマホの電源を切ってしまった。

「ねえ、大丈夫なの？」

「梨田とは、問題が解決したら家庭を優先する約束をしていましたから。それより、これを……」

　恭平が差し出してきたのは、文乃が投げつけて床に落下したマフィンだ。拾っておいてくれたらしい。

「いただいてもいいですか？」

「食べてくれるの？」

「もちろんです」

　ラッピングされた袋の中身は崩れていたが、バラバラになった部分は、スプーンですくうようにして食べれば味は問題ないだろう。

　ソファーの前に置かれたローテーブルを使い、さっそく二人で手作りマフィンの試食をはじめた。

「はい、恭平……口開けて」

　文乃が食べさせてあげようと恭平の口元に運ぶと、彼は不本意そうにしながらも、言うことを聞いてくれる。　

「おいしい？」

「……おいしいです」

「恭平は、私が何かするとすぐに照れるよね」

　たとえばキスをした時や、抱きついた時、それだけでなく手を繋ぐだけでも、文乃からするとこうして頬をわずかに染めるのだ。

　彼から文乃にする時は余裕ぶっているのに、こういう時はとてもかわいく見える。

「そうですか？」

　恭平はしれっととぼけるが、見られたくないのか顔を反らしてくる。

「そうよ」

　文乃は逃さないと、彼の両頬に手を当てて自分のほうを向かせた。そして、これ以上の言い逃れをさせないように確認のためのキスを贈る。マフィンに入っていたバニラビーンズの香りがする、とびきり甘いキスだ。

　すると、恭平は耳まで赤く染めていた。

「ほら。……ねえ、どうして？」

　これは、ちょっとした意地悪だ。今まで彼の態度に一喜一憂して心が乱されてきたのだから。

　もっと彼の心も乱してやろうと、再び顔を近付けようとしたが、それより先に恭平が文乃の身体を強く抱きしめてきた。そのまま膝に乗せ腕で囲い、文乃の身動きを封じ、逆襲をはじめる。

　文乃の顎を持ち上げ、強く唇を押し付けてくる。抵抗の意味で唇を閉じていると、指を使ってこじ開けてきた。

「んっ……恭……へい。……んっ、なに？」

　口内に、恭平の舌が滑り込んできた。指は文乃の舌に置かれ、口が広く開いたままだ。

　恭平は口の中で文乃の舌を追いかけ回しながら、わざと唾を流し込んできた。開いた口から唾液が溢れ落ちてしまうのを、文乃は止められない。

　これはとても激しく、はしたないキスだ。

　恥ずかしい。でも嬉しい。

　恭平に熱いキスをされた文乃は、顔を火照らせた。それを見た恭平は嬉しそうに笑う。

「理由は……今のあなたと同じ気持ちだからですよ」

　こんなキス、誰とでもできるわけがない。このキスをしてもらえるのは、特別な人だという証拠だ。文乃がそうであったように、恭平はずっとこうして「好き」を伝えてくれていたのだ。

　でも、それだけではたりない。

「……ちゃんと、言葉も欲しいの」

「文乃はよくばりだ。さっきも言ったのに、まだ欲しがるんですか？」

「私には、もう何度も言わせてるじゃない」

「俺の場合は重たいから、頻繁に言いたくないんです」

　恭平が願いを聞き届けてくれそうにないから、文乃は思わず頬を膨らませた。

　すると恭平は、クスクスと笑いながらその頬に軽い口付けをしてくる。そして、口付けの場所が少しずれて、耳たぶに来た時──。

「文乃、愛してる」

　とても小さいが、とびきり甘い囁きだ。

　泣いてしまいそうなくらい嬉しくて、文乃はぎゅっと恭平の腕を握った。

　初夜が明けた朝、彼が寝ぼけて口にした言葉は、ちゃんと自分に向けられたものだったのだ。

　文乃は今、ようやく彼の気持ちを心から信じられるようになった。そして、長い片思いが終わったこともはっきりと実感できた。

　恭平の言葉が、頭の中で何度も何度も響いて、心拍数が上がってしまう。囁きの威力がだんだんと心に浸透し、文乃は激しく動揺しはじめていた。

「文乃？」

　名を呼ばれても、これ以上どんな会話をしていいのかわからず、文乃は衝動的にキスをした。

　恭平もすぐにそれに応え、二人で舌を絡ませ合う。

「恭平……、恭平！」

　じんと身体の芯が熱くなり、文乃は身悶える。

「……ねえ、もう寝室に行きたい」

　何も考えず、ただ恭平の言葉と行為に溺れていたい。そんな気持ちになってベッドに誘うと、恭平は小さく首を横に振る。

「場所も、時間も……もう考えるのをやめます。覚悟してください。自制なんてしませんから」

　恭平はそう言って、文乃の身体をソファーの上に置き、ゆっくりと横たえてきた。その瞳には獰猛さが宿っている。彼は、ここで文乃を抱くつもりなのだ。

「嬉しい」

　すがりつくように、彼の首に手を回す。そのまま身体を擦り合わせ、じゃれ合うように互いの服を脱がせ合った。露わになった互いの素肌には、くまなくキスを送る。

　今なら何でも許してくれそうだと思い、文乃は恭平の首筋に強く吸い付いた。もしかしたら、仕事用のワイシャツからも見えてしまうかもしれないぎりぎりの場所だ。

　赤い痕が浮かび上がってきたことを確認し、文乃は得意げになった。

　恭平は一瞬困った顔をしながらその首筋を押さえたが、しかたないと笑って許してくれる。

「俺も、お返ししないと」

　首筋、そして胸へと、恭平はキスの嵐を降らせてくる。彼がちゅっと吸い付くと、文乃の肌に花びらが咲く。

「文乃の肌は白いから、目立ちますね……綺麗だ」

　自分のつけた印の出来に満足そうにしながら、また肌に吸い付く。そして、同時に彼の指は文乃の胸をまさぐりはじめた。

　そんな恭平の姿を、文乃はついじっと見つめてしまう。

　まるでおいしい果実を食べているかのように、文乃の身体に夢中になっている。ほかに何も考えられなくなるほど、意識は自分に向けられているのだ。

「はぁっん……きょう、へい……」

　じんわりと、そしてゆっくりと内なる熱が広がっていく。ずっとこうして優しい愛撫に身を委ねたい気持ちと、もっと刺激が欲しいという気持ちが混じり合う。

　文乃の視線に気付いた恭平は、余裕を奪うように、感じやすい胸の先をくりくりと弄りはじめる。

「んっ……はぁあっ」

　その指技に喜んでいるかのように、文乃の頂は尖り、もっともっとと主張していた。

　今されていることと、これまでに覚えさせられた感覚が連鎖しながら興奮が増幅していく。

「わかってますよ。文乃のここは指よりも、口で吸われたほうが喜ぶ。……こうやって」

　それまで乳房の柔らかい部分を彷徨って花を散らしていた彼の唇が、熱い息を吐きながら、文乃の乳首を捉えた。

　吸い上げられたあと、歯で甘噛みされながら舌で転がされる。

「あんっ、……それ、なの。んんっ」

　じわりと、秘部が湿っている感覚がした。それもすべてお見通しなのか、恭平はすかさず秘裂に、手を伸ばしてきた。

　じんわりと溢れでてくる蜜を谷間に行き渡らせ、何度も指を滑らせている。

　花芽をくりくりと撫でられるとたまらない。

「あ……、いいっ。すごく気持ちいいよ……」

　文乃の反応を見た恭平は、顔を上げ、挑発するような言葉を紡ぐ。

「でも、もっと気持ちよくなれますよね？　……こちらの蕾は、どうして欲しいんですか？　どうしたら、文乃が一番気持ちよくなれるんですか？」

「……舐めて欲しい。中を指でぐちゃぐちゃにかき回して、どろどろにされたあと、恭平の太いので、いっぱいにして欲しい」

　ずっと我慢していたから、欲しくて欲しくてしかたがなかった。

　ここ最近、何度彼の愛撫を思い出しながら自分を慰めたのだろうか。言えない秘密を思い出したことで発生した背徳感が、文乃を煽っていた。

「文乃は本当に、素直でかわいいですね。……あなたの望みは全部叶えてあげたくなる」

　恭平は横たわっていた文乃の身体を引き起こして座らせると、自分はソファーから下り、床に膝をついた。

　文乃がはじめて口淫をしたこの前の夜とは、逆の体勢だ。

「自分で、足を開いて」

「うん……」

　言われたとおりに、ゆっくりと足を広げると、恭平が秘部に顔をうずめてくる。

　何度か優しく舐められたあと、包皮を剥かれ、尖った舌先で突かれると、刺すような快感が沸き起こる。

　恭平は文乃が望んだとおりに、蜜壺に指を侵入させ、そちらへの刺激を与えてくれた。文乃の膣壁は、ひくひくと喜んで迎え入れている。

「ふぁあ、……ああ、これ、強い……んんっ」

　そして乳房と同じように、しかしそれよりも繊細に歯を当てられ吸い付かれると、たまらなく気持ちがよかった。

「こらえる必要はないんですよ。ほら、もっとさらけ出して」

　ぐちゅぐちゅと音を立てた蜜口がいやらしく蠢いている。彼の指を締め付けて、もっと奥へと誘うような動きをしている。

「んっ、はっぁ……っ。……あぁ、ああ」

　このまま、すぐに達してしまうのだと、文乃が快楽の波を受け止める準備をしていると、恭平はぎりぎりのところで手を引き抜いてしまった。花芽を吸い上げていた唇も離されてしまう。

　あとちょっとなのに。突然快楽を失った文乃は混乱気味だ。

「えっ？　……待って、はぅっ……どうして？」

　これは、きっと彼の意地悪だ。涙目になって抗議すると、恭平はなだめるように文乃の額にキスをしながら言った。

「俺は文乃のように、寸止めで放置なんてしませんよ」

　今度はこっちでと、恭平は文乃身体を押し倒し、向き合った体勢で自分の硬くなった雄の部分を文乃に押し当ててきた。

「んっ……この前のこと、怒ってたの？」

　恭平が言っているのは、口淫で煽っておいて、気に入らないから寝室に逃げた文乃の行動のことだ。

「怒ってないです。あれは俺が悪いんですから。ただ、寝ているあなたを襲ってしまいたくなるくらい辛かったです」

「そもそも恭平が、おかしなルールを作るからいけない」

「文乃が近くにいるだけで欲情してしまうので、自分への戒めのつもりでした」

「私、限定なの？」

「そうです。俺をこんな気持ちにさせるのは、あなただけです」

「だったら、もっと私に夢中な恭平が見たい」

　早くちょうだいと、文乃は彼の首に手を伸ばして絡みつく。

「手加減できそうにない」

　恭平は、押し当てていた先端を動かして、自分の竿に蜜を絡めてきた。

「……文乃はもう、舌や指じゃなくて、こっちでも気持ちよくなれるでしょう。俺を感じてください」

　そのまま、ズブッと猛々しい熱杭を押し込んでくる。避妊具を装着していないままだった。二人の関係を阻む枷は、もう何もなくなったのだ。

「あんっ……熱い」

　たっぷり潤み、高まっていた文乃の中は、指よりもずっと太いものが入ってきた衝撃だけで、軽く達してしまう。

　その淫らな痙攣は、きっと彼の昂りを通して伝わっているだろうに、恭平は気付かぬふりをしてゆるゆると腰を動かしはじめる。

「文乃……感じていますか？　ちゃんと繋がっていますよ」

　恭平は文乃の尻を浮かせて、二人の結合部分を見せつけてくる。雄々しい竿が蜜壺を出入りする様子と、それに合わせて響く水音が、淫猥な時間を作っている。

「嬉しい……んっ、ああ、恭平……私、どうにかなってしまいそう」

「文乃……ああ、すごくいいです。中が淫らにうねって……絡みついています。これは……持ちそうにない」

　恭平は時間を稼ぎたいのか、ゆっくりとした腰つきのまま文乃の奥を突いてくる。

　それでも敏感になった文乃には十分刺激的で、感情と共に快楽がせり上がってくる。

「ああっ、恭平、私……イクッ、あっ、ああ、また」

　今度は大きな絶頂の波が襲ってきて、文乃は腰を浮かせながらよがった。びくびくと震え続ける膣壁が、中に留まる恭平の熱杭をぎゅっと締め付けると、震えるくらいに感じてしまう。

「っく、……文乃」

　見届けた恭平は、もうこらえるのをやめ、文乃をさらに追い込むように激しく腰を打ち付けてきた。

「ああっ……待って、私イッてるから、まだ……ううっ、ああ」

「……文乃、かわいい……もっと乱れて」

「あっ、いや……これ以上は怖い。……キスして、ぎゅってして、…あっああっ、んん──！」

　叫び出してしまいそうなほどの嬌声は、恭平のキスによって抑えられる。

　文乃は足を絡ませながら、身を捩った。激しい腰の動きを止めたかったのか、それとももっと深い場所に誘おうとしたのか、自分でもわからない。

　口内と、膣内と、両方をぐちゃぐちゃに溶かされて、ずっと高い場所にいるような感覚に陥る。

「文乃、受け止めてください……」

　恭平が、ぐっと腰を押し付けると、熱い飛沫が文乃の奥で放たれた。恭平の陰茎のどくどくとした脈動を感じ、文乃の瞳からは、喜びで一筋の涙がこぼれ落ちた。

　

　翌朝、文乃はちゃんとベッドの中で目が覚めた。

　恭平は一度ではたりないと、そこから二回も文乃の中で果てたのだ。文乃は自分が何度達したのかは数えられない状態になり、やがて、リビングのソファーで力尽きてそのまま眠ってしまったはずだ。そのあとは、おそらく恭平が運んでくれたのだろう。

　彼も隣にいて、ちょうど目覚めたのか「おはようございます」と微笑んでくれる。

「おはよう……あれ？」

　伸ばそうとした手に違和感を覚え確認してみると、文乃の薬指には指輪が嵌められていた。

　これは結婚式の時に一度付けたが、職場では外しておく必要があったので、紛失が怖くずっとしまっておいたものだ。

「今日から、付けていてくれますか？」

　恭平が左手を伸ばしてきて、文乃の手を取り絡ませてくる。彼の薬指にも同じデザインの指輪がはまっていた。

「恭平も、ずっと付けていてくれるの？」

「もちろんです」

「じゃあ、指切りね」

　輝かしい朝の光に包まれながら、小指を絡ませて約束をする。これは神聖で確かな誓いだ。
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　幼い文乃が目の前で倒れた時のその瞬間の光景は、今でも脳裏に焼き付いていて、忘れることができない。

　子ども同士での遊びの延長線上の、しかたのない事故だった。

　飛鳥井夫妻はそう言ってくれたが、恭平はあの時、自分が悪いことをしている自覚がはっきりあった。

　いつもなら、文乃がじゃんけんで最初にグーを出すことを見越して、わざと負けていたのに、その日はそれをしなかった。故意に文乃を鬼にして、五歳の女の子が見つけられない場所に隠れたのだ。

　血を流し意識を失った少女を目の前にして、自分がどれだけ愚かな行為をしたか思い知らされた。

　死んでしまうのではないかと、あまりの恐ろしさにパニックになり、情けなくも泣き叫びながら助けを求めることしかできなかった。

　文乃はただ、純粋に自分のことを慕って懐いてくれていただけで、罰ばちが当たるようなことは何もしていない。

　すぐに大人が駆けつけてくれ、文乃は救急車で病院に搬送された。

　その後発覚した心臓の病は、生死に関わるようなものではなかった。

　しかしせめて木の下に辿り着いた文乃が、自分の名前を呼んだ時点で姿を見せていれば、受け身も取らずに倒れ、頭を負傷することはなかったはずだ。

　義郎に正直に経緯を説明すると、彼もそのことについて恭平を強く叱ってきた。

「恭平……自分がしてしまったことを考えなさい。お嬢様の顔に傷が残るかもしれないんだぞ」

「はい、ごめんなさい。父さん……」

「私にではなく、お嬢様に謝罪するんだ」

　父に連れられ、恭平はあとから病室に到着した。文乃はその時もう目覚めていたが、額に巻かれた包帯が痛々しかった。

「きょうくん、どうして泣きそうなお顔をしているの？」

　本人は、ケガのことなど気にしていない様子で、恭平の心配をしはじめる。

「ごめん。ごめんなさい……」

「どうしてきょうくんがあやまるの？　文乃がおうちであそぶ約束やぶったからいけないのに」

「文乃ちゃん……いえ、文乃お嬢様……」

　父の無言の視線に、恭平は呼び名を改めた。すると文乃は、しばらくの間きょとんとした顔をして、やがて義郎へと視線を向けた。

「よしろう……きょうくんをいじめたらだめだよ」

　頬を膨らませながら、文乃は本気で怒っていた。瞳にはうっすら涙も溜まっている。

　対する義郎はたじろぐだけだ。五歳の女の子に翻弄される父親は、普段恭平が見ている人と同一人物とは思えない。

　文乃は幼いなりに、義郎と恭平の普通ではない関係を感じ取っていたのだ。以前までは家族より飛鳥井家を優先する父への不満や、文乃への嫉妬の感情を持っていた。

　それが、文乃の膨らんだ頬を見て一気に吹き飛んでしまった。

　絶対者だった父という存在を、違う角度から見ることができるようになった瞬間だった。

　その日から「ちょっと面倒な年下の女の子」だった文乃という存在が、恭平の中で特別になった。

　　

　それから文乃に対しての、大人達の過保護ぶりに拍車がかかっていく。

　もし彼女が病弱なままの子どもだったのなら、文乃自身もさして疑問に思わなかっただろう。しかし、彼女は心臓の病気が発覚して治療をはじめられたことにより、どんどん健康になっていった。窮屈に感じはじめているのだと、恭平は側で感じていた。

　彼女は両親を愛してるし、彼らの考えを理解している。だからその優しい檻を壊さずに、そっと自由な場所へ連れ出してあげたくなった。

　はっきりと計画をはじめたのは、恭平が高校に上がった頃くらいだ。

　それまでは文乃について、仕えるべき相手と自分自身が定めたから特別なのだと思っていた。

　しかし具体的に考えはじめた自分の将来設計がすべて文乃中心であり、彼女に関して主従だけでなく別の感情が共存しているのだと気付いてしまった。そして、彼女から向けられるまっすぐな思慕にも。

　どうりでどんな綺麗な女性にも惹かれないわけだと、自分の心を占領する彼女を恨みもした。

　それからは大人達に悟られぬように、警戒して適度に距離を置きながら見守った。

　友人達には「どうして恋人をつくらないのか？」と不思議がられたが、そんな雑音もすべて無視した。

　文乃が結婚適齢期となり、どこかの御曹司との縁談が持ち上がるより先に、誰もが認めるような社会的地位を確立させようと起業を決断したのだ。

　将来、恭平を飛鳥井家に仕えさせるつもりでいた義郎は、恭平の独立には大反対だった。高塚家のリビングではこの日、親子の言い争いが勃発していた。

「どうしてなんだ、恭平！　お前が将来お嬢様をお支えしないで、ほかの誰が……」

　彼女は一人娘だから、いつか婿を迎えて飛鳥井家を継ぐ、義郎の中ではそんなビジョンがあったのだろう。

　文乃を支えたい気持ちは一緒だが、義郎と恭平の思い描く未来は根本から違う。

「父さん、俺は使用人なんてまっぴらなんですよ」

　良心は痛むが、父が誇りに思っている仕事をあえて否定した。勘当されるつもりだったからだ。

　しかし、言い放った瞬間に不測の事態が起こる。

　部屋の扉が開いて、文乃が姿を見せたのだ。

　どうやら話を聞きつけた文乃が、高塚家にやってきていたらしい。

　偽りというわけではないが、ひどい意味にしか聞こえない言葉を使ってしまったことに、どっと後悔が押し寄せる。

　実際に文乃は、今にも泣きそうな、傷ついた顔をしていた。

「恭平、なんてことを言ってしまったんだ」

　義郎も怒りを通り越して、顔を青ざめさせていた。

　それでも恭平は、言ったことを否定する気はなかった。

　あなたのためですなんて、まだ何もなしえていない恭平には口にすることができなかった。下手な約束もできない。期待させても応えられないかもしれないから。

　しかしこの一言を聞かれたことにより、文乃との距離が一気に遠のいたこともわかっていた。

　直後、文乃は意外なことを口にする。

「私は……恭平がしたいことがあるなら、応援する。だから……」

　うつむいていた文乃が、そこで顔を上げる。

「だから義郎も、認めてあげて。けんかはしないで。だって恭平は、義郎にとって自慢の息子でしょう？」

　文乃は唇を震わせながらも、にっこりと微笑んでさえ見せる。

　なんて愛おしいのだろう。

（待っていてください。今はそう伝えることすらできないけれど……必ず）

　あなたを手に入れてみせる。──そう誓った恭平は、この日新しい一歩を踏み出した。
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　このたびは「絶倫敏腕社長な幼なじみと秘密の関係を　～抑えられない新婚夫婦の求愛～」をお手に取ってくださりありがとうございます。戸と瀬せつぐみと申します。

　ご縁がありまして、濃蜜ラブルージュ様ではじめて刊行させていただきました。そして実は、商業作品としての書き下ろしもはじめてです。

　今までは、投稿サイトで感想・反応をいただいていた作品を書籍として出版していたのですが、今回この作品を事前に読んでいるのは私と編集部様だけだと思いますので、これからどんな反応をいただけるか楽しみであり、とても緊張しております！

　お話の内容は、濃蜜ラブルージュ様なら！　と、はりきって考えたものなのですが、自由に書かせていただけて、とても楽しかったです。この機会を与えてくださったことに、深く感謝しております。

　表紙イラストは、千ち影かげ透とお子こ先生です。エロかわいいヒロインと、クールセクシーなヒーローが素敵すぎて、私は特にヒーローの身体がお気に入りで、ついにやにやしながらじっくり見つめてしまいます。千影先生、担当してくださってありがとうございました。

　出版に携わってくださった皆様、そして何より読者の皆様に感謝申し上げます。

　どうか楽しんでいただけますように！
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